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夢を追いかけて

中嶋 勇斗

　今月号は、トマト特集です。
阿蘇産トマトの概要や生産者
の声、さらにはトマトケチャッ
プ、トマト関連のニュースな
ど、6㌻にわたりお届けします。
　トマトが好きな人、嫌いな
人もこの特集を読み終えたら
食べたくなるかも！？
　栄養価も高く健康にも良い
旬の阿蘇産トマトをぜひご賞
味ください。

　僕の夢は薬剤師になることです。小学生のころ体調を崩す
ことが多く薬局の方によくお世話になりました。そこから薬
剤師の仕事に興味を持ちました。
　また、職場体験で医療の仕事について学びました。薬剤師
さんと話すことで、薬剤師になるために努力が必要なことや
やりがいなどを聞き、あこがれはますます強くなりました。
　これからたくさんの知識を身につけ、多くの患者さんを元
気にできる薬剤師になるために、まずは目の前に迫った受験
を乗り切り、夢を実現させたいです。
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特 集
採れたて
阿蘇産トマトはいかが？

リコピン、ビタミンA, カリウム、食物繊維、
鉄分・・・・。挙げるときりがない栄養たっ
ぷりのトマト。品種も豊富で8000種を超
えるとも言われます。
いよいよ出荷が始まった阿蘇産トマト。
丹精込めて作られた、甘くてジューシーな旬
のトマトを食べて、この夏を乗り切りろう！
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６月から出荷が始まったトマト。役犬原
にある阿蘇町野菜センター（トマト選果
場）には、早朝から次々に摘みたてのト
マトが持ち込まれ、一つ一つ選果される。
７月から８月にかけて出荷量はピークを
迎え、11 月まで九州を中心に出荷される。

阿
蘇
市
は
全
国
有
数
の
夏
秋
ト
マ
ト
産
地
！

　

毎
日
の
食
卓
に
並
ぶ
野
菜
の
代
表
格
と
い
え

ば
、「
ト
マ
ト
」
を
思
い
浮
か
べ
る
人
も
少
な
く

な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
そ
ん
な
、
私
た

ち
の
食
卓
に
欠
か
せ
な
い
ト
マ
ト
。
こ
こ
阿
蘇
市

が
全
国
有
数
の
ト
マ
ト
産
地
と
い
う
こ
と
を
ご
存

知
で
す
か
？

　
農
林
水
産
省
が
ま
と
め
た
「
平
成
25
年
野
菜
生

産
出
荷
統
計
」
に
よ
る
と
、
阿
蘇
市
の
夏
秋
ト
マ

ト
年
間
出
荷
量
は
４
１
６
０
㌧
で
全
国
で
も
７
位

と
な
っ
て
お
り
（
下
記
グ
ラ
フ
参
照
）、
県
内
で

も
八
代
市
、
山
都
町
に
次
ぐ
出
荷
量
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
阿
蘇
中
部
の
野
菜
販
売
額
約

22
・
４
億
円
の
う
ち
、
夏
秋
ト
マ
ト
は
約
半
分
の

11
億
円
を
売
り
上
げ
、
阿
蘇
市
の
基
幹
産
業
で
あ

る
農
業
の
一
翼
を
担
う
野
菜
の
一
つ
と
言
え
ま
す
。

　
阿
蘇
で
主
に
生
産
さ
れ
る
ト
マ
ト
は
「
り
ん
か

４
０
９
」
と
い
う
品
種
で
、
大
玉
で
口
の
中
で
と

ろ
け
る
よ
う
な
食
感
と
、
高
糖
度
で
コ
ク
が
あ
る

の
が
特
徴
で
す
。
特
に
阿
蘇
は
寒
暖
の
差
が
大
き

い
な
ど
ト
マ
ト
の
生
産
に
適
し
た
環
境
が
整
っ
て

お
り
、
よ
り
美
味
し
い
ト
マ
ト
に
な
り
ま
す
。

　
今
月
号
は
、
消
費
喚
起
特
集
と
し
て
、
皆
さ
ん

の
パ
ワ
ー
の
源
ト
マ
ト
の
「
今
」
を
お
届
け
し
ま

す
。

夏秋トマト生産に適した高冷地の市町村
が上位を占める。ＪＡ阿蘇中部の出荷量
も年々、増加傾向にある。

平成２６年度の野菜販売額約 22億 5,000
円のうち、トマトは約半数にあたる約 11
億円となっている。今年度は前年比２割
増の約１３億円を目標に掲げている。

グ ラ フ に 見 る 阿 蘇 産 ト マ ト

特 集
採れたて阿蘇産トマトはいかが？
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茨城県行方市

北海道仁木町

北海道美瑛町

熊本県阿蘇市

熊本県山都町

大分県竹田市

熊本県八代市

北海道平取町

岐阜県高山市

茨城県鉾田市

平成 25 年夏秋トマト出荷量トップ 10

（単位：千㌧）

平成 26 年度 JA 阿蘇管内野菜販売額

トマト（10.9 億円）

イチゴ（4.2 億円）

アスパラ（4億円）

キャベツ（1.8 億円）

その他（1.5 億円）
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世界に通用する生産技術を。

Interview 鰐 川 雄 太 さ ん

　
「
も
と
も
と
農
業
に
は
興
味
が
あ
っ
た
が
、

誰
も
が
口
を
そ
ろ
え
て『
他
県
非
農
家
は
無
理
』

と
言
わ
れ
、
踏
み
出
せ
な
か
っ
た
」
―
。

　

東
京
都
出
身
の
鰐
川
さ
ん
が
、
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
を
辞
め
農
業
を
志
し
た
の
は
、
受
け
入
れ
農

家
で
あ
る
師
匠
・
斉
藤
信
幸
さ
ん
（
坂
梨
）
と

の
出
会
い
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。「
斉
藤
さ
ん

の
と
こ
ろ
で
や
っ
た
ほ
う
が
い
い
」
と
妻
裕
子

さ
ん
の
言
葉
が
背
中
を
押
し
、
た
っ
た
数
日
間

で
就
農
を
決
断
。
冷
涼
な
気
候
と
い
う
阿
蘇
の

土
地
が
、
ほ
か
の
農
業
に
比
べ
初
期
投
資
が
低

く
抑
え
ら
れ
る
農
業
形
態
で
あ
る
こ
と
も
決
断

を
後
押
し
し
、
農
業
の
知
識
は
全
く
な
い
状
態

で
６
ヵ
月
の
厳
し
い
研
修
を
経
て
、
独
立
し
、

現
在
４
年
目
を
迎
え
る
。

　
「
ト
マ
ト
栽
培
は
、
要
点
を
押
え
て
努
力
す

れ
ば
報
わ
れ
る
。
手
を
抜
け
ば
そ
れ
が
自
分
に

返
っ
て
く
る
。
分
か
り
や
す
い
と
こ
ろ
が
面
白

い
」
と
毎
朝
４
時
に
起
床
し
、
最
盛
期
は
日
の

出
と
と
も
に
収
穫
。
そ
の
後
の
管
理
作
業
な
ど

に
汗
を
流
す
。

「
新
規
就
農
」
と
「
ト
マ
ト
栽
培
」

　

新
規
就
農
時
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
新
規
就
農

支
援
制
度
を
活
用
し
た
と
い
う
鰐
川
さ
ん
。「
新

規
者
は
経
営
基
盤
が
ぜ
い
弱
。
な
る
べ
く
借
入

ダミー

妻・裕子さんに抱っこされるのは、ことし２月に生まれた未
み く
來ちゃん。

新しい家族が増え、農業にも力が入る。
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特 集
採れたて阿蘇産トマトはいかが？

金
額
を
押
え
る
た
め
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
補
助

金
を
調
べ
て
活
用
し
て
ほ
し
い
」
と
ア
ド
バ
イ

ス
。
ま
た
、「
い
か
に
親
身
に
な
っ
て
く
れ
る

受
け
入
れ
農
家
さ
ん
を
見
つ
け
ら
れ
る
か
が
、

成
功
の
カ
ギ
を
握
る
。
農
業
の
師
弟
と
い
う
間

柄
だ
け
で
な
く
、
一
人
の
人
間
と
し
て
信
頼
関

係
を
築
く
こ
と
が
何
よ
り
も
大
事
」
と
自
身
を

振
り
返
る
。

　
「
大
風
呂
敷
だ
が
・・・
」
と
前
置
き
し
、「
師

匠
を
目
標
に
、
世
界
に
通
用
す
る
高
い
ト
マ
ト

技
術
を
身
に
つ
け
た
い
」
と
謙
遜
し
な
が
ら
話

す
言
葉
の
裏
に
、
強
い
決
意
を
感
じ
た
。

新 規 就 農 者 支 援 制 度

出荷を終え、不要なわき芽を摘み取る「芽
かき」などの管理作業を行う鰐川さん。

　阿蘇市では、新規就農者を支援するため、営農
費用の一部を助成する独自の支援事業を行ってい
ます。予算の範囲内で随時受け付けています。ぜ
ひご活用ください。
●支援対象者　
　�新たに農業経営を開始し、次の条件を全て満た
す人

⑴阿蘇市内に住所を有する人
⑵阿蘇市内で就農後５年以上営農を営む人
⑶就農計画の認定を受けた人
●支援内容
　�農業用機械・施設などの導入に要する費用とし、
農業経営の開始に必要な経費を補助

●支援額
⑴�補助対象経費額の２分の１以内の額で１５０万
円を上限

⑵�国または県事業を実施する人は自己負担額の４
分の１以内の額で５０万円を上限

青年等就農計画制度

　「青年等就農者制度」とは、これから就農しよ
うとする人が、将来の農業経営の構想や目標を盛
り込んだ「青年等就農計画」を作成し、市が認定
する制度です。
　認定を受けた方（認定新規就農者）に対しては、
重点的に支援措置を講じられます。
●�対象者　対象者は、新たに農業経営を営もうと
する青年などで、以下に当てはまる方です。

▶青年（原則 18歳以上 45歳未満）
▶�特定の知識・技能を有する中高年齢者（65 歳
未満で、商工業その他の事業の経営管理に 3年
以上従事した人など

▶上記の人が役員の過半数を占める法人
●主な支援措置
①�青年等就農資金（無利子融資）
　�新たに農業経営を営もうとする青年などに対
し、農業経営を開始するために必要な資金（機
械・施設の整備など）を長期、無利子で貸し付
けにより支援します。

②�青年就農給付金（経営開始型）
　�新規就農される方に、農業を始めてから経営が
安定するまで最長 5年間、年間最大 150 万円
を給付します。

さぁ、
農業を始めよう！

問農政課 農業振興係☎ 22-3274
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工
房
阿
蘇
も
の
が
た
り
は
、
地
元
農
産
物

を
利
用
し
た
特
産
品
の
製
造
と
試
作
研
究
を

図
ろ
う
と
、
旧
一
の
宮
町
が
平
成
15
年
に
建

て
た
施
設
で
す
。
現
在
は
、
指
定
管
理
者
と

し
て
「
有
限
会
社
工
房
阿
蘇
も
の
が
た
り

（
大
塚
一
雄
取
締
役
社
長
）」
が
経
営
し
、
ト

マ
ト
を
は
じ
め
と
し
た
阿
蘇
の
農
産
物
を
加

工
、
約
30
点
の
農
産
加
工
品
を
販
売
し
て
い

ま
す
。

　
中
で
も
、
人
気
を
博
し
て
い
る
の
が
「
と

ま
と
ケ
チ
ャ
ッ
プ
」。
原
材
料
で
あ
る
ト
マ

ト
は
も
ち
ろ
ん
阿
蘇
産
。
役
犬
原
の
選
果
場

か
ら
ト
マ
ト
を
仕
入
れ
、
選
別
か
ら
製
造
、

商
品
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
全
て
を
従
業
員
の
手
作

業
で
行
っ
て
お
り
、「
添
加
物
は
入
っ
て
い

ま
せ
ん
が
愛
情
は
た
っ
ぷ
り
入
っ
て
ま
す
」

と
大
塚
社
長
も
太
鼓
判
を
押
し
ま
す
。

　
阿
蘇
産
ト
マ
ト
は
酸
味
と
甘
み
の
バ
ラ
ン

ス
が
良
く
、
ケ
チ
ャ
ッ
プ
に
最
適
と
の
こ
と

で
、
従
業
員
も
毎
日
味
を
確
認
し
、
い
つ
も

み
ん
な
で
「
美
味
し
い
ね
ぇ
」
と
手
間
暇
か

け
て
作
る
商
品
に
自
信
を
見
せ
ま
す
。

　
阿
蘇
の
優
れ
た
食
材
に
付
加
価
値
を
付
け

て
生
み
出
さ
れ
た
新
た
な
美
味
し
さ
。
特
産

品
と
し
て
市
外
へ
発
送
す
る
際
は
、
地
域
の

た
め
に
と
阿
蘇
市
の
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な

ど
も
同
封
し
、
観
光
Ｐ
Ｒ
を
担
う
な
ど
、
地

域
に
根
ざ
し
た
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
ま

す
。

―
阿
蘇
の
恵
ま
れ
た
環
境
の
中
で
育
つ
農
産

物
。
そ
れ
ぞ
れ
に
付
加
価
値
を
付
け
る
こ
と

で
可
能
性
は
大
き
く
広
が
り
ま
す
。

㈲工房阿蘇ものがたりの従業員の皆さん。
「ことしは特に忙しい」と仕事にも熱が入
ります。（写真右が大塚社長）

加
工
品
と
し
て
の
阿
蘇
産
ト
マ
ト
の
魅
力

製造所のようす。現在は１０名の
従業員がフル回転でそれぞれの作
業に当たっています。

ト
マ
ト
の
可
能
性
は
無
限
大
。

工房阿蘇ものがたり
阿蘇市一の宮町宮地 538-1 ／☎ 22-1475

（四季彩いちのみや敷地内）

人気商品の一つ「とまとケチャップ」



9 広報あそ 2015.07

特 集
採れたて阿蘇産トマトはいかが？

モスバーガーの
トマトを波野で生産
市とモスフードサービスとの間に

農業参入協定を締結

HOT
NEWS

　
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
専
門
店
を
中
心
と
し
た

飲
食
事
業
を
展
開
す
る
㈱
モ
ス
フ
ー
ド

サ
ー
ビ
ス(

東
京
都
）
が
、
阿
蘇
市
波
野

滝
水
と
八
代
市
の
農
場
（
計
０・
８
㌶
）

で
ト
マ
ト
栽
培
を
７
月
か
ら
開
始
す
る
に

あ
た
り
、
市
は
、
同
社
と
の
間
に
農
業
参

入
に
関
す
る
協
定
を
交
わ
し
５
月
19
日
、

熊
本
県
庁
で
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
協
定
で
は
、
地
域
振
興
と
し
て
資
材
な

ど
の
調
達
を
地
元
か
ら
優
先
し
て
行
う
こ

と
や
、
地
域
住
民
の
雇
用
を
優
先
す
る
こ

と
な
ど
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

　
同
社
が
熊
本
県
に
農
業
参
入
す
る
の
は

今
回
で
２
例
目
で
、
全
国
の
モ
ス
バ
ー

ガ
ー
で
使
用
す
る
ト
マ
ト
の
安
定
調
達
と

産
地
と
の
協
力
体
制
強
化
を
図
る
の
が
ね

ら
い
で
す
。

　
平
成
32
年
度
ま
で
に
、
八
代
市
の
農
場

と
合
せ
て
年
間
収
穫
量
約
90
㌧
を
生
産
す

る
計
画
で
、
ト
マ
ト
生
産
に
適
し
た
冷
涼

高
冷
地
で
あ
る
波
野
が
生
産
地
と
し
て
選

定
さ
れ
た
こ
と
で
、
雇
用
の
拡
大
や
さ
ら

な
る
農
業
振
興
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

1

2

1. 県庁で行われた協定調印式のようす。㈱モスフー
ドサービスの櫻田厚代表取締役社長（写真左から 2
人目）らと手を取り合う佐藤阿蘇市長（写真右）
２．波野滝水にある阿蘇農場。

㈱モスフードサービスが八代市の農業法
人マルミツアグリ㈱との共同出資により
㈱モスファームマルミツを設立。阿蘇市
と八代市の 2つの農場間で安定的に提
供するリレー出荷を行う。

モ
ス
バ
ー
ガ
ー
の
代
表
的
な
商
品
「
モ
ス
バ
ー
ガ
ー
」
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介護保険のしくみ
　介護保険制度は、４０歳以上の人が加入
者となって介護保険料を納め、介護や支
援が必要になったときには費用の一部を支
払ってサービスを利用できるしくみです。
　サービスを利用するしないにかかわらず、
原則として４０歳以上のすべての人が加入
することになります。

65 歳以上の人は
第 1 号被保険者

40 ～ 64 歳の人は
第 2 号 被 保 険 者

サービスを利用できるのは

介護や支援が必要であると認定された人

サービスを利用できるのは

特定疾病により介護や支援が必要であると
認定された人

介護保険料は

保険料は、基準額を基に所得や課税状況
に応じて決められ納めます。

介護保険料は

保険料は、加入している医療保険の算定方
式により決められ、医療保険と一括して納
めます。

介 護 保 険 料 が 変 わ り ま す

介護保険の事業費は年々増加・・・・

Ｈ
18

Ｈ
20

Ｈ
22

Ｈ
24

Ｈ
26

Ｈ
27
（
見
込
み
）

Ｈ
28
（
見
込
み
）

Ｈ
30
（
見
込
み
）

Ｈ
32
（
見
込
み
）

　第１号被保険者の方の増加に併せ、
介護保険事業費は年々増加しています。
　平成１８年度事業費は１７億円で
あ っ た も の が、 平 成 ２ ２ 年 度 に は
２１億円を超え、平成２７年度見込み
では２７億円と、増加傾向にあります。
平成３２年度では３１億円程度との試
算もでています。
　全国的な若年層の人口減少と高齢化
率の伸展が続く中、介護保険制度の役
割が重要となります。

■阿蘇市の介護保険事業費と 65 歳以上の割合の推移

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

0

5

1 0

1 5

2 0

2 5

3 0

3 5

4 0

介護保険事業費（目盛左）

65 歳以上割合（目盛右）（
億
円
）

（
％
）

★現在、介護保険サービスを利用されている方へ
　�介護保険負担割合証を７月下旬に送付します。サービス利用の際は、介護保険被保険者証と併せて提示してください。

問ほけん課 介護保険係☎ 22-3145
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●平成 27～ 29年度の
　介護保険料（基準額） 年額 62,400 円（月額 5,200 円）

段階 対象者 保険料率

第 1 段階 世帯全員が市民税非課税で、
前年の合計所得金額 + 課税年金収入額が８０万円以下の人　等 0.45

第 2 段階 世帯全員が市民税非課税で、
前年の合計所得金額 + 課税年金収入額が８０万円超１２０万円以下の人 0.75

第 3 段階 世帯全員が市民税非課税で、
前年の合計所得金額 + 課税年金収入額が１２０万円超の人 0.75

第 4 段階 世帯のだれかに市民税が課税されているが本人は市民税非課税で、
前年の合計所得金額 + 課税年金収入額が８０万円以下の人 0.9

第 5 段階
（基準額）

世帯のだれかに市民税が課税されているが本人は市民税非課税で、
第４段階以外の人 1.0

第 6 段階 本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が１２０万円未満の人 1.2

第 7 段階 本人が市民税課税で、
前年の合計所得金額が１２０万円以上１９０万円未満の人 1.3

第 8 段階 本人が市民税課税で、
前年の合計所得金額が１９０万円以上２９０万円未満の人 1.5

第 9 段階 本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が２９０万円以上の人 1.7

（平成 27 ～ 29 年度）

●平成 27年度の段階別保険料率と保険料
年額

28,080円

46,800円

46,800円

56,160円

62,400円

74,880円

81,120円

93,600円

106,080円

65 歳以上の保険料
21％ → 22％

40 ～ 64 歳の保険料
29％ → 28％

公費
50％

※ 国・県・市の
負担金

平成２７年度から２９年度までの保険料が変わりました

　

保
険
料
は
３
年
間

（
平
成
27
～
29
年
度
）

の
事
業
費
を
推
計
し
、

50
％
を
公
費（
国
、県
、

市
負
担
金
）
50
％
を

40
歳
以
上
の
被
保
険

者
で
負
担
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。（
下
円

グ
ラ
フ
参
照
）

　

第
５
期
（
平
成
24

～
25
年
度
）
か
ら
保

険
料
が
上
昇
し
て
い
ま
す
が
、
主
な
要
因
と
し
て
、

保
険
事
業
費
の
増
加
や
、
若
年
層
の�
人
口
減
少
、
高

齢
化
率
の
伸
展
に
よ
る
財
源
割
合
の
変
更
（
21
％
か

ら
22
％
へ
変
更
）
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
保
険
料
の
変
更
は
８
月
分
か
ら
！

　
平
成
27
年
８
月
納
期
限
保
険
料
か
ら
変
更
さ
れ
ま
す
。

受
給
し
て
い
る
年
金
額
に
よ
り
納
付
方
法
が
異
な
り
ま

す
。
７
月
下
旬
に
発
送
す
る
介
護
保
険
料
納
入
通
知
書
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
特
別
徴
収
と
普
通
徴
収
、
ど
っ
ち
？

◎
年
金
額
が
18
万
円
以
上
の
人
→
特
別
徴
収

　

 

年
金
の
定
期
支
払
（
年
６
回
）
の
際
に
、
介
護
保
険
料

が
差
し
引
か
れ
ま
す
。
老
齢
年
金
、
遺
族
年
金
、
障
害

年
金
は
特
別
徴
収
の
対
象
で
す
。

※ 

年
金
額
が
18
万
円
以
上
の
人
で
も
年
度
途
中
で
65
歳
に

な
っ
た
と
き
な
ど
に
は
一
時
的
に
納
付
書
で
納
め
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
年
金
機
構
か
ら
の
通
知
に
よ
り
特
別

徴
収
、
普
通
徴
収
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

◎
年
金
額
が
18
万
円
未
満
の
人
→
普
通
徴
収

　

 

市
か
ら
送
付
さ
れ
る
納
付
書
で
、
納
期
限
ま
で
に
納
め

て
く
だ
さ
い
。

65 歳以上の介護保険料（基準額）

平成 27 年度� 介護保険料の納め方

4 月 6 月 8 月 10 月 12 月 2 月

8,000 円 8,000 円 11,600 円 11,600 円 11,600 円 11,600 円

第５段階（基準額：62,400 円）の一例（仮徴収の金額により本徴収の金額が変わります）

仮徴収 本徴収

�前年の所得をもとに算出した保険料か
ら、仮徴収（４月・６月）を除いた額
を８月から翌年 2 月の年金支給月に納め
ます。
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まちの話題
CityTopics

「まちの話題」の情報は、総務課秘書広報係（☎ 22-3111）までお寄せください

　
旧
波
野
村
消
防
団
員
と
し
て
入
団

以
来
、
44
年
の
永
き
に
わ
た
り
消
防

活
動
に
尽
力
し
功
績
が
あ
っ
た
と
し

て
、
古
澤
志
喜
男
氏
が
瑞
宝
単
光
章

を
受
章
し
ま
し
た
。

　
古
澤
氏
は
、
昭
和
44
年
に
旧
波
野

村
消
防
団
に
入
団
し
、
町
村
合
併
後

の
平
成
19
年
に
は
副
団
長
、
平
成
21

年
に
消
防
団
長
を
歴
任
。
平
成
24
年

の
九
州
北
部
豪
雨
で
は
、
全
団
員
を

招
集
し
避
難
誘
導
活
動
や
行
方
不
明

者
捜
索
の
指
揮
を
執
る
な
ど
、
持
ち

前
の
統
率
力
で
被
災
者
救
援
に
尽
力

し
ま
し
た
。

　
６
月
３
日
、
市
役
所
に
受
章
報
告

に
訪
れ
た
古
澤
氏
は
「
今
回
の
受
章

は
皆
さ
ま
の
後
押
し
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
。
団
員
の
皆
さ
ん
に
は
怪
我
な

く
住
民
の
た
め
に
尽
力
し
て
も
ら
い

た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

永年の消防活動に功績
0603_city hall 豪雨災害時の消防活動指揮

古澤志喜男元団長に瑞宝単光章

叙　勲

受章報告に訪れた古澤氏（右）

　
九
州
屈
指
の
難
コ
ー
ス
を
駆
け
抜

け
る
第
25
回
阿
蘇
カ
ル
デ
ラ
ス
ー
パ

ー
マ
ラ
ソ
ン
大
会
（
阿
蘇
郡
市
町
村

主
催
）
が
６
月
６
日
、
１
０
０
㌔
の

部
と
50
㌔
の
部
で
行
わ
れ
、
ゴ
ー
ル

の
総
合
セ
ン
タ
ー
を
目
指
し
健
脚
を

競
い
ま
し
た
。

　

こ
と
し
は
大
会
最
多
と
な
る

１
６
８
５
人
が
出
場
。
１
０
０
㌔
の

部
は
南
阿
蘇
村
総
合
福
祉
温
泉
セ
ン

タ
ー
、
50
㌔
の
部
は
波
野
支
所
を
そ

れ
ぞ
れ
ス
タ
ー
ト
し
、
新
緑
の
阿
蘇

外
輪
を
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で
走
り

ま
し
た
。
５
㌔
間
隔
に
設
置
さ
れ
る

エ
イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、
特
産

の
そ
ば
を
は
じ
め
と
し
た
多
彩
な
食

材
が
振
る
舞
わ
れ
、
ラ
ン
ナ
ー
の
疲

れ
を
癒
し
ま
し
た
。

健脚競い、阿蘇外輪駆ける
0606_aso city 第 25回阿蘇カルデラスーパーマラソン

大会最多 1685 人が挑戦

わだい

　
大
阿
蘇
酪
農
組
合
女
性
部
（
井
ゆ

か
り
部
長
）
が
６
月
８
日
、
市
役
所

を
訪
れ
、
牛
乳
販
売
促
進
の
一
環
と

し
て
、
父
の
日
に
ち
な
み
市
民
の
お

父
さ
ん
を
代
表
し
て
佐
藤
市
長
に
牛

乳
を
贈
り
ま
し
た
。

　
「
父
の
日
に
は
牛ち

ち乳
を
贈
ろ
う
」

と
題
し
、
同
組
合
が
毎
年
販
売
を
展

開
し
て
お
り
、
こ
と
し
も
市
役
所
の

ほ
か
、
市
内
各
所
で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
行
い
ま
し
た
。

　
同
組
合
で
は
、
世
界
農
業
遺
産
に

認
定
さ
れ
た
阿
蘇
の
草
原
維
持
と
持

続
的
農
業
を
応
援
す
る
取
り
組
み
と

し
て
、
く
ま
モ
ン
の
イ
ラ
ス
ト
が
入

っ
た
牛
乳
を
昨
年
７
月
か
ら
販
売
。

売
り
上
げ
の
一
部
は
阿
蘇
世
界
農
業

遺
産
基
金
に
寄
付
さ
れ
、
農
業
や
地

域
の
活
性
化
に
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

牛乳飲んで元気に！
0608_city hall 父の日に合わせ牛乳を市長に

大阿蘇酪農組合女性部が毎年キャンペーン

わだい

佐藤市長と宮川副市長に牛乳を贈る酪農組
合女性部の皆さん。（写真右手前は井部長）

50㌔の部で波野支所前を
スタートする参加者

WebTV アソ
動 画
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ロ
ア
ッ
ソ
熊
本
の
選
手
ら
が

５
月
25
日
、
市
役
所
を
表
敬
訪

問
し
、
市
職
員
と
一
の
宮
中
学

校
サ
ッ
カ
ー
部
の
生
徒
が
出
迎

え
ま
し
た
。

　
ロ
ア
ッ
ソ
熊
本
は
、
こ
と
し

ク
ラ
ブ
発
足
10
周
年
を
迎
え
、

日
本
一
地
域
に
根
ざ
し
た
ク
ラ

ブ
を
つ
く
ろ
う
と
、
選
手
ら
が

県
内
の
各
地
域
の
住
民
ら
と
交

流
し
ま
ち
づ
く
り
を
支
援
す
る

「
火
の
国
も
り
あ
げ
タ
イ
！
プ

ロアッソ熊本が表敬訪問
0525_city hall ロアッソ熊本発足１０年

まちづくり支援プロジェクトに阿蘇市へ３選手

わだい

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
昨
年
か
ら
開

始
。
阿
蘇
市
は
高
柳
一
誠
選
手

ら
３
名
が
担
当
と
な
り
、
市
の

Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
に
取
り
組
み
ま

す
。

　
ク
ラ
ブ
を
運
営
す
る
㈱
ア
ス

リ
ー
ト
ク
ラ
ブ
熊
本
の
池
谷
友

良
代
表
取
締
役
社
長
は
「
こ
の

事
業
を
通
じ
、
県
民
と
よ
り
深

い
絆
を
結
ん
で
い
き
た
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

[ 写真上 ] 右から高柳一誠選手、
キムビョンヨン選手、吉良経済
部長（その他鈴木翔登選手が担
当）

[ 写真左 ] 市役所玄関で選手を
出迎える一の宮中サッカー部

　
内
牧
地
区
で
５
月
24
日
、
大
雨

に
よ
る
河
川
の
氾
濫
を
想
定
し
た

避
難
訓
練
が
行
わ
れ
、
１
０
５
世

帯
１
５
９
人
の
住
民
の
ほ
か
、
消

防
団
や
地
域
婦
人
会
な
ど
合
わ
せ

て
約
２
８
０
人
が
参
加
し
、
梅
雨

を
前
に
大
雨
へ
の
対
策
を
確
認
し

ま
し
た
。

　
こ
の
避
難
訓
練
は
、
平
成
24
年

の
九
州
北
部
豪
雨
災
害
を
教
訓

に
、
人
的
被
害
を
防
ご
う
と
災
害

の
翌
年
か
ら
市
が
毎
年
行
っ
て
い

る
も
の
で
、
北
部
豪
雨
で
浸
水
被

害
の
多
か
っ
た
内
牧
地
区
の
黒
川

南
岸
を
対
象
に
実
施
。
避
難
場
所

九州北部豪雨災害を教訓に避難訓練
0524_uchinomaki 内牧で初めて実施

２８０人が参加し大雨対策確認

ニュース

で
あ
る
阿
蘇
中
学
校
体
育
館
で

は
、
住
民
の
避
難
後
に
阿
蘇
広
域

消
防
本
部
に
よ
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
電
気

シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
る
医
療
機
器
）

の
使
い
方
や
心
肺
蘇
生
法
の
実
技

の
あ
と
、
気
象
庁
に
よ
る
気
象
情

報
の
利
活
用
と
阿
蘇
中
岳
の
活
動

状
況
に
つ
い
て
講
演
が
あ
り
ま
し

た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
命
を
守
る
た

め
に
、
こ
の
よ
う
に
訓
練
す
る
こ

と
は
良
い
こ
と
」「
あ
の
災
害
を

受
け
て
、
避
難
場
所
を
事
前
に
決

め
て
い
ま
す
」
な
ど
の
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

①�消 防 団 員 が 地 域 を 巡 回。
住民を誘導し避難を促す。
家入靖幸分団長は「消防
団の一連の行動は、滞り
なく実施できた。今回の
訓練で防災の取り組みの
きっかけになったと思う」
と振り返った。

②�消防署員の指導により心
臓マッサージの訓練に臨
む参加者。

③�資料を手に講演会を熱心
に聞く市民の皆さん。

①

②

③

まちの話題 CityTopics

WebTV アソ
動 画
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まちの話題
CityTopics

「まちの話題」の情報は、総務課秘書広報係（☎ 22-3111）までお寄せください

　
来
年
４
月
に
開
校
予
定
の
一
の
宮

小
学
校
の
校
章
募
集
に
、
全
国
か
ら

36
点
の
応
募
が
あ
り
、
６
月
２
日
に

行
わ
れ
た
審
査
の
結
果
、
井
口
靖
久

さ
ん
（
群
馬
県
高
崎
市
）
の
作
品
が

最
優
秀
賞
と
な
り
、
新
デ
ザ
イ
ン
に

採
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
点
の
優
秀
賞
に
は�

駒
井
瞭
さ
ん

（
大
阪
府
東
大
阪
市
）
ほ
か
１
名
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

一の宮小の新しい校章決定！
0602_city hall ４小学校の絆をイメージ

井口靖久さんのデザインを採用

ニュース

統合する４小学校の貴重な歴史や伝統、勉学・
スポーツ・芸術・文化のあらゆる情報交流発
信の“絆”と役割をイメージデザイン化し、
親の温かい愛情に包まれ、心豊かな自然に抱
かれたエコ環境に、やさしい学び舎と生き活
き共生し、児童の大きな“夢や希望”に向かっ
て更なる飛翔・発展・向上する明るい元気な
活気あふれる「一の宮小学校」の姿をアピー
ルしています。

《デザインコンセプト》（最優秀賞：井口さんのコメント）

英語で充実した観光案内
0607_narukawa 日本政府観光局が道の駅阿蘇を「外国人案内カテゴ

リー２」に認定　道の駅としては全国初認定！

ニュース

　
日
本
政
府
観
光
局
は
３
月
31
日
、

英
語
で
対
応
可
能
な
ス
タ
ッ
フ
が
常

駐
し
、
観
光
や
交
通
情
報
の
提
供
が

で
き
る
施
設
（
外
国
人
案
内
所
認
定

カ
テ
ゴ
リ
ー
２
）
と
し
て
、
道
の
駅

阿
蘇
を
認
定
し
ま
し
た
。
全
国
の
道

の
駅
で
は
同
駅
が
初
認
定
と
な
り
ま
す
。

　

同
駅
に
は
昨
年
１
年
間
に
約

１
２
８
万
人
が
訪
れ
、
う
ち
外
国
人

観
光
客
も
約
２
５
０
０
人
が
来
館
。

駅
内
に
設
置
す
る
総
合
案
内
所
に
６

人
の
職
員
ら
が
常
駐
し
、
英
語
の
ほ

か
中
国
語
や
フ
ラ
ン
ス
語
、
バ
ン
グ

ラ
デ
ィ
シ
ュ
語
で
対
応
し
て
い
ま

す
。
外
国
人
観
光
客
は
特
に
阿
蘇
中

岳
に
関
す
る
質
問
が
多
く
、
昨
年
５

月
に
開
設
し
た
阿
蘇
火
山
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
と
連
携
し
な
が
ら
、
観
光
案

内
と
と
も
に
阿
蘇
の
魅
力
を
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
ま
す
。

道の駅の屋内外に設置された看板（右）

　
一
の
宮
町
中
通
の
真
光
寺
で
５
月

３
日
、
明
治
後
期
か
ら
昭
和
に
か
け

番
衛
人
（
番
を
す
る
人
）
と
し
て
同

寺
に
着
任
し
て
い
た
阿
部
コ
ト
氏
の

墓
参
り
に
、
出
身
地
の
大
分
県
日
出

町
か
ら
縁
戚
の
方
々
が
来
訪
し
ま
し

た
。

　
阿
部
氏
は
、
明
治
40
年
に
着
任
以

来
、
昭
和
８
年
に
亡
く
な
る
ま
で
に

眠
り
地
蔵
や
橋
地
蔵
、
頭
巾
地
蔵
な

ど
を
製
作
。
そ
の
数
は
把
握
し
て
い

る
だ
け
で
49
体
に
及
び
、
現
在
も
阿

蘇
市
内
に
点
在
、
価
値
の
あ
る
文
化

財
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
文
化
財
保
護
委
員
や
地

元
関
係
者
な
ど
も
同
行
し
、
墓
参
り

後
に
各
地
に
あ
る
地
蔵
尊
を
見
学
。

縁
戚
の
方
々
は
、
地
元
住
民
が
真
光

寺
や
地
蔵
尊
を
き
れ
い
に
管
理
し
て

い
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
し
た
。

阿部コト作の地蔵尊を訪ねる
0503_nakadori 大分県から阿部氏の縁戚来訪

点在する地蔵尊を文化財保護委員らと見学

わだい

現地見学のようす

WebTV アソ
動 画
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第
３
回
ち
び
っ
子
と
お
母
さ
ん
の

陸
上
交
流
会
（
阿
蘇
市
陸
上
競
技
協

会
（
井
野
優
会
長
）
が
６
月
７
日
、

農
村
公
園
あ
ぴ
か
で
開
か
れ
、
幼
児

か
ら
小
学
３
年
生
ま
で
の
子
ど
も
と

母
親
約
１
２
０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　
陸
上
競
技
を
通
じ
て
母
子
の
絆
を

深
め
て
も
ら
お
う
と
同
協
会
が
一
昨

年
か
ら
開
い
て
い
る
も
の
で
、「
走

る
」「
跳
ぶ
」「
投
げ
る
」
の
３
つ
の

競
技
が
行
わ
れ
、
母
子
で
楽
し
み
な

が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
競
技
で
汗
を
流
し

て
い
ま
し
た
。

　
井
野
会
長
は
「
母
親
、
子
ど
も
同

士
の
交
流
を
深
め
て
も
ら
う
と
同
時

に
、
陸
上
競
技
に
興
味
を
持
っ
て
も

ら
え
れ
ば
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

走って、飛んで、投げて。
0607_kurokawa 第 3回ちびっ子とお母さんの陸上交流会

母子１２０人が楽しむ

わだい

テニスボールを投げて、距離を計測。ちびっ
子もお母さんも頑張りました。

　
来
年
１
月
か
ら
運
用
が
始
ま
る
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
（
社
会
保
障
・
税

番
号
制
度
）
を
前
に
、
市
は
６
月
15

日
か
ら
２
日
間
に
か
け
て
、
全
職
員

を
対
象
に
個
人
情
報
保
護
に
関
す
る

教
育
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
株
式
会
社
ぎ
ょ
う
せ
い
の
小
川
清

水
氏
が
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
運

用
方
法
や
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て
講
演
。「
個
人
情
報
の
取
り

扱
い
は
、
こ
れ
ま
で
に
比
べ
さ
ら
に

厳
し
く
な
る
こ
と
を
認
識
し
て
運
用

し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
制
度
運
用
に
関
し
、
佐
藤
阿
蘇
市

長
は
「
特
定
個
人
情
報
な
ど
の
漏
え

い
リ
ス
ク
を
軽
減
さ
せ
る
た
め
、
適

切
な
措
置
を
講
じ
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保

護
に
取
り
組
む
」と
宣
言
し
ま
し
た
。

マイナンバー運用適切に
0615_city hall 来年１月からいよいよスタート

市職員が事前に研修

ニュース

小川氏（左）の説明受ける市職員

　
第
65
回
熊
本
県
地
域
婦
人
会
大
会

が
５
月
10
日
、
天
草
市
で
開
か
れ
、

阿
蘇
市
地
域
婦
人
会
阿
蘇
支
部
（
桑

木
邦
子
部
長
、
48
名
）
が
、
会
員
増

強
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
同
支
部
は
、
日
頃
か
ら
地
域
の
防

災
訓
練
時
の
炊
き
出
し
や
学
校
の
体

験
活
動
な
ど
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

会
員
数
も
昨
年
度
か
ら
26
人
増
え
、

県
内
婦
人
会
の
中
で
も
最
も
多
く
の

会
員
が
入
会
し
、
活
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

　
桑
木
部
長
は
「
今
後
も
会
員
増
を

目
指
し
、
阿
蘇
市
地
域
婦
人
会
の
活

性
と
地
域
の
発
展
に
努
め
て
い
き
ま

す
」と
受
賞
の
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

地域婦人会県内最多入会数で表彰
0510_amakusa 第 65回熊本県地域婦人会大会

地域婦人会阿蘇支部が会員増強賞

表　彰

表彰状を受け取る桑木部長（右）

まちの話題 CityTopics

WebTV アソ
動 画

WebTV アソ
動 画
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「まちの話題」の情報は、総務課秘書広報係（☎ 22-3111）までお寄せください

　
第
33
回
全
日
本
テ
コ
ン
ド
ー
選
手
権

大
会
が
５
月
24
日
、東
京
都
で
開
か
れ
、

中
学
男
子
重
量
級
に
出
場
し
た
森
永
修

斗
さ
ん
（
一
の
宮
中
３
年
）
が
見
事
優

勝
し
ま
し
た
。
同
軽
量
級
出
場
の
富
田

大
翔
さ
ん
（
一
の
宮
中
１
年
）
は
準
優

勝
の
活
躍
で
し
た
。

目指せ東京五輪！
0524_tokyo

第 33回全日本テコンドー選手権大会
森永修斗さん優勝

スポーツ

　

熊
本
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
永
草
保
育
園
の
園
児
が
６
月
10

日
、
市
役
所
を
訪
れ
、
花
の
日
に
合
わ
せ
職
員
に
花

束
を
贈
り
ま
し
た
。

　
熊
本
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
各
園
は
、
６
月
第
２
日
曜
日
の
花

の
日
に
合
わ
せ
毎
年
、
市

役
所
や
病
院
、
地
域
の
住

宅
な
ど
に
感
謝
を
込
め
て

花
束
を
贈
っ
て
お
り
、
こ

と
し
も
同
園
の
年
中
・
年

長
園
児
10
人
が
市
役
所
に

来
庁
。「
お
仕
事
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
、
職
員

に
花
束
を
手
渡
し
た
後
、

手
話
を
交
え
た
歌
を
披
露

し
ま
し
た
。

「お仕事頑張ってください」
0610_aso city 園児が市職員に花束贈呈

わだい

森永さん（左）と富田さん（右）

　
５
月
18
日
、
６
月
４
日
に

カ
ル
デ
ラ
Ａ
Ｓ
Ｏ
運
営
審
議

会
（
委
員
11
名
）
と
阿
蘇
市

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

運
営
審
議
会
（
委
員
14
名
）

が
開
か
れ
、
市
長
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
の
委
員
に
委
嘱
状
が
交

付
さ
れ
ま
し
た
。

　

運
営
審
議
会
の
会
長
に

は
、
井
島
昭
年
氏
と
國
武
香

氏
を
そ
れ
ぞ
れ
再
任
。
そ
の

後
の
審
議
会
で
は
、
昨
年
度

の
事
業
報
告
と
今
年
度
の
事

業
計
画
が
諮
ら
れ
、
差
別
の

な
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た

今
後
の
事
業
運
営
な
ど
に
つ

い
て
、
慎
重
に
審
議
さ
れ
ま

し
た
。

差別のないまちづくりを
0518・0604_nakadori/yakuinbaru カルデラＡＳＯ・コミュニティーセンター

運営審議会

ニュース

佐
藤
市
長
か
ら
委
嘱
状
の
交
付

を
受
け
る
國
武
会
長
（
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
に
て
）

　
九
州
北
部
豪
雨
災
害
で
被
災
し

た
黒
川
に
架
か
る
山
田
橋
な
ど
、

合
わ
せ
て
４
橋
の
復
旧
工
事
が
５

月
ま
で
に
完
了
し
、
災
害
復
旧
事

業
と
し
て
行
っ
た
全
て
の
橋
が
開

通
し
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
の
は
山
田
橋
の
ほ

か
、
同
川
に
架
か
る
鷲
の
石
橋
、

西
岳
川
に
架
か
る
黒
流
橋
と
西
浜

橋
の
４
橋
で
、
い
ず
れ
も
地
域
住

民
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
道
路
と

し
て
利
用
さ
れ
て
お
り
、
早
期
の

復
旧
が
待
た
れ
て
い
ま
し
た
。

　
完
成
後
は
、
橋
梁
が
あ
る
各
地

域
で
渡
り
初
め
行
事
が
行
わ
れ
、

住
民
た
ち
は
橋
の
完
成
を
祝
い
ま

し
た
。

災害で落橋した橋が完成
aso city 山田橋・鷲の石橋・黒流橋・西浜橋

各地で渡り初め、竣工祝う

ニュース

山田橋で完成を祝う住民たち
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第
11
回
阿
蘇
市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
ミ
ニ
バ
レ
ー
・
ソ
フ

ト
バ
レ
ー
）
が
５
月
17
日
、
阿
蘇
体
育
館
で
開
か
れ
、
22
歳

か
ら
67
歳
ま
で
の
男
女
１
１
５
名
が
参
加
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　
今
大
会
は
市
民
の
交
流
と
健
康
増
進
を
目
的
に
毎
年
開
い

て
い
る
も
の
で
、
参
加
者
は
日
頃
の
練
習
で
磨
い
た
連
携
プ

レ
ー
を
発
揮
し
、
汗
を
流
し
ま
し
た
。

力強くアタック！
0517_uchinomaki 第 11回阿蘇市民スポーツ大会

市民 115 名が参加しプレーに汗

スポーツ

①

②③④

①�大会のようす

②�ソフトバレーの部優勝
　▶ ＳＫＹ ＬＡＲＫＢ

③�ミニバレーＡの部優勝
　▶ 阿部牧場

④ミニバレーＢの部優勝
　▶ エンジェルズ

信組が即時換金に協力
0603_uchinomaki

阿蘇市２割お買得券の換金に
熊本県信用組合が協力

ニュース

　
国
の
地
域
経
済
対
策
と
し
て
市
が
７
月
か
ら
販
売
を
開
始
し
た

「
阿
蘇
市
２
割
お
買
得
券
」
の
換
金
所
と
し
て
、
熊
本
県
信
用
組

合
阿
蘇
支
店
が
協
力
す
る
こ
と
に
な
り
６
月
３
日
、
同
組
合
で
事

業
を
受
託
す
る
市
商
工
会
と
の
調
定
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
事
業
は
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
的
に
総
額
３
億
円
分
の

商
品
券
を
発
行
す
る
も
の
で
、
市
内　
　
　
事
業
所
（
７
月
１
日

現
在
）
が
取
扱
店
と
し
て
登
録
。
金

融
機
関
が
換
金
所
を
担
う
の
は
全
国

に
も
例
が
な
く
、
事
業
所
の
負
担
を

軽
減
し
よ
う
と
同
組
合
が
協
力
し
た

も
の
で
す
。

　
「
即
時
換
金
は
事
業
所
に
と
っ
て

大
変
助
か
り
ま
す
」
と
山
部
謙
一
郎

商
工
会
会
長
。
今
後
、
商
品
券
利
用

に
よ
る
地
域
の
盛
り
上
が
り
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

コミュニティ助成事業で地域活動備品を整備

　地域社会の健全な発展を図ることを目的
とした宝くじの助成金により、「湯浦区」「西
湯浦区」「黒流町区」「遊雀区」が地域活動
時に不足していたテーブル、イス、厨房機
器などを公民館に整備しました。
　このコミュニティ助成事業は、社会貢献
広報事業費を財源として一般財団法人自治
総合センターが助成を行うものです。
　地域活動備品の整備を行ったことにより、
同地区ではコミュニティ活動が一層活発に
なるものと期待されます。

調
印
式
で
握
手
を
交
わ
す
信

用
組
合
の
高
村
忠
雄
専
務
理

事
（
右
）
と
山
部
商
工
会
会

長
（
左
）

黒流町区 遊雀区

湯浦区 西湯浦区

WebTV アソ
動 画

WebTV アソ
動 画
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阿
蘇
警
察
署
で
６
月
２
日
、
阿
蘇

警
察
署
協
議
会
委
員
と
し
て
新
た
に

就
任
し
た
５
名
に
委
嘱
状
が
伝
達
さ

れ
ま
し
た
。

　
同
協
議
会
は
、
警
察
署
長
の
諮
問

機
関
と
し
て
地
域
住
民
の
生
の
声
を

警
察
行
政
に
反
映
さ
せ
、
民
主
的
な

警
察
運
営
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

熊
本
県
公
安
委
員
会
が
委
嘱
す
る
も

の
で
す
。

　
警
察
行
政
や
運
営
の
在
り
方
に
ご

意
見
ご
要
望
が
あ
る
方
は
、
身
近
な

委
員
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

[

委
員
の
皆
さ
ん]

（
写
真
左
か
ら
）

▼
後
藤
吉
信
氏
（
波
野
）

▼
山
内
ユ
リ
子
氏
（
内
牧
）

▼
森
下
幸
美
氏
（
宮
地
）

▼
森
本
由
美
子
氏
（
産
山
村
）

▼
玉
飼
博
之
氏
（
内
牧
）

地域の声を警察行政に活かす
0602_aso police station 阿蘇警察署協議会委員に

委嘱状を伝達

ニュース

協議会委員の皆さん

　
阿
蘇
市
交
通
指
導
員
を
退
職
し
た

方
に
対
す
る
感
謝
状
贈
呈
式
が
６
月

15
日
、
市
役
所
で
行
わ
れ
、
こ
と
し

３
月
に
退
任
し
た
宮
﨑
伊
久
男
氏

（
小
倉
）
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

　
宮
﨑
氏
は
、
平
成
12
年
に
旧
阿
蘇

町
交
通
指
導
員
に
就
任
し
、
14
年
間

の
永
き
に
わ
た
り
交
通
指
導
を
は
じ

め
交
通
安
全
対
策
に
尽
力
。
平
成
23

年
か
ら
退
職
ま
で
の
期
間
は
阿
蘇
市

交
通
指
導
員
隊
長
と
し
て
、
市
の
交

通
事
故
防
止
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
新
た
に
就
任
し
た
谷
村
耕

作
氏
（
分
１
区
）
に
、
委
嘱
状
が
交

付
さ
れ
ま
し
た
。

永きにわたり交通安全対策に尽力
0615_city hall 宮﨑伊久男氏に感謝状贈呈

新たに谷村耕作氏就任

ニュース

　
更
生
保
護
の
活
動
拠
点
施
設
「
阿

蘇
地
区
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
」
の
開
所
式
が
６
月
22
日
、
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
阿
蘇
み
や
ま
荘
で

行
わ
れ
、
関
係
者
約
50
名
が
出
席
し

ま
し
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
は
阿
蘇
み
や
ま
荘
の

施
設
内
に
設
置
さ
れ
る
も
の
で
、
阿

蘇
地
区
保
護
司
会（
渡
邉
吉
保
会
長
）

の
企
画
調
整
保
護
司
20
名
が
交
代
で

勤
務
し
、
住
民
か
ら
の
犯
罪
や
非
行

な
ど
の
相
談
や
更
生
保
護
の
情
報
提

供
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
開
所
式
で
渡
邉
会
長
は
「
阿
蘇
地

域
の
安
心
安
全
な
社
会
づ
く
り
に
必

要
な
施
設
に
な
る
こ
と
を
願
う
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
の
相
談
時
間
は
平
日

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
。
ど

な
た
で
も
無
料
で
相
談
で
き
ま
す
。

（
☎
３
４
‐
１
０
０
１
）

犯罪や非行の相談お受けします
0622_kurokawa 阿蘇みやま荘内に

更生保護サポートセンター開設

ニュース

川田香熊本保護観察所長から委嘱状の
交付を受ける渡邉会長（左）

感謝状を受け取った宮﨑氏（左）
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あなたの力を必要としています。

9 月20 日日試験日 試験地

受付期間 7 月27 日㊊　～　８月14 日㊎ 午前 8 時 30 分～午後 5 時（ ただし、 土・日は除く）
※�郵送申し込みは、 8 月 14 日（ 金） までの消印があるものに
限り受け付けます。

区　分 職　種
採用予定数 職務の概要など 受　験　資　格

高卒程度

一般事務
市長部局及び議会等
の事務局、各種委員会
などで事務に従事し
ます。

平成 2年 4月 2日～平成 10年 4月 1日までに生まれた人2 人程度
一般事務
(身体障がい
者対象 )

昭和 61 年 4月 2日～平成 10年 4月 1日までに生まれた人で、身
体障がい者手帳の交付を受け、自力により通勤ができ、かつ介助な
しで職務の遂行が可能な人。また、活字印刷文による出題及び口頭
による面接試験に対応できる人1 人程度

資格免許職

保育士 市長部局の保育所で、
保育職の職務に従事
します。

昭和 63年 4月 2日以降に生まれた人で、保育士の免許を有する人、
または平成 27年度実施の国家試験で取得する見込みの人1 人程度

社会福祉士 市長部局などで、社会
福祉職及び事務の職
務に従事します。

昭和 61年 4月 2日以降に生まれた人で、社会福祉士の免許を有す
る人、または平成 27年度実施の国家試験で取得する見込みの人1 人程度

●試験区分・受験資格など

●申込書の請求方法
直接取りに来る場合 阿蘇市役所 2 階　総務課人事係　に用意してあります。

郵送で請求する場合
封筒の表に「阿蘇市職員採用試験申込書請求」と朱書きし、140 円切手を貼った宛先明記の
返信用封筒（Ａ 4 サイズが入るもの）を同封の上、「〒 869-2695 阿蘇市役所　阿蘇市総務
課人事係」に請求してください。

インターネットから
ダウンロードする場合

阿蘇市のホームページ（http://www.city.aso.kumamoto.jp/）にアクセスして、申込書
（PDF 形式）をダウンロードしてください。なお、Ａ 4 サイズの厚紙（官製はがき程度の厚
さで白紙）を使用してください。

※上記試験の合格者は、10 月下旬頃に阿蘇市役所で第 2 次試験（面接など）を行います。

　 阿 蘇 市 職 員 採 用 試 験　平成 27 年度

㉄市役所総務課 人事係　☎ 22-3111

阿蘇広域行政事務組合職員採用
試験

区　分 職　種
採用予定数 職務の概要など 受　験　資　格

高卒程度 消����防 消防部局に勤務し、消
防業務に従事します。 平成２年４月２日から平成１０年４月１日までに生まれた人８人程度

※試験日、試験地、受付期間は市役所職員採用試験と同じです。
※上記試験の合格者は、１１月（予定）に第２次試験を行います。

㉄阿蘇広域行政事務組合事務局総務課人事係　☎ 24-5111

熊本県立阿蘇中央高校阿蘇校舎
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CITY INFORMATION 市 役 所からのお知らせ

　
在
お
持
ち
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
と
75

歳
以
上
が
対
象
の
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

証
の
有
効
期
限
は
７
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

新
し
い
保
険
証
は
７
月
中
旬
に
簡
易
書
留
で
お
届
け
し

ま
す
の
で
、
８
月
１
日
か
ら
新
し
い
保
険
証
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

現
国
保
と
後
期
高
齢
者
医
療
の

新
し
い
保
険
証
を
お
届
け
し
ま
す

●
ほ
け
ん
課 

国
保
・
年
金
係
／
高
齢
者
医
療
係

☎
２
２
‐
３
１
４
５

特
定
外
来
生
物
「
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
」

の
駆
除
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
！

●
住
環
境
課 

都
市
・
環
境
係　
☎
２
２
‐
３
１
６
９

　
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
は
５
月
か
ら
７
月
頃
に
か
け
て
鮮

や
か
な
黄
色
の
花
を
咲
か
せ
る
キ
ク
科
の
植
物
で
す
。

繁
殖
力
が
非
常
に
強
く
、
放
っ
て
お
く
と
在
来
植
物
の
生
育

場
所
を
奪
い
、
地
域
の
生
態
系
に
重
大
な
影
響
を
お
よ
ぼ
す

恐
れ
が
あ
る
「
特
定
外
来
生
物
」
に
指
定
さ
れ
、
栽
培
、
移

動
、
販
売
な
ど
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
宅
の
敷
地
に
オ

オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
が
あ
る
場
合
は
、
駆
除
し
て
い
た
だ
く
よ

う
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

オ

▶▶▶�駆除方法　花が咲いて種になる前に根ごと引き抜
き、数日乾燥させた後、固形燃料ごみ（黄色のご
み袋）として処分してください。

オオキンケイギクの詳細は、
九州地方環境事務所のホームページでご覧いただきます。

オオキンケイギク　外来生物法対策

国民健康保険 後期高齢者医療

保険証の色 ピンク 黄色
送付先 世帯主 個人

限度額適用・標準負担額減額認定証
（有効期限） ７月３１日

（更新手続き） 必要 不要

広
告

●国保と後期高齢者医療の保険証等について

※�国保の 70 歳以上に交付する高齢者受給者証は、保険証と一体化され
ました。
※�社会保険などに加入している方で、国保の保険証が届いた場合は、国
民健康保険資格喪失の手続きが必要です。また、社会保険などの資格
が喪失している場合は、国民健康保険の加入手続きが必要です。ほけ
ん課窓口または各支所で手続きをお願いします。
※�「限度額適用・標準負担額減額認定証」に該当する方で、現在お持ち
でない方はほけん課の窓口に申請してください。



借金、離婚、相続、遺言、交通事故、刑事･･･など、ひとりで悩まずお気軽にご相談ください。

受付時間：平日９時～１７時１５分（予約制）ＴＥＬ：０９６７－２２－５２２３

・一般 相談料  ３０分１１００円
・『多重債務』の相談 は 無料 阿蘇地域に根ざした法律事務所です。

阿蘇ひまわり基金法律事務所

熊本県弁護士会所属　弁護士　森　あい（もり　あい）

〒869-2612　阿蘇市一の宮町宮地2005-8-203（阿蘇市商工会一の宮支所となり）

＊まずはお気軽にお電話下さい
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没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、
平
成
27
年
４
月
１
日
（
基

準
日
）
で
、「
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
」
や
「
戦
傷
病
者
戦
没

者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
」
な
ど
を
受
け
る
方
（
戦
没
者
等
の

妻
や
父
母
な
ど
）
が
い
な
い
場
合
に
、
第
10
回
特
別
弔
慰
金
と
し
て
、
額

面
25
万
円
、
５
年
償
還
の
記
名
国
債
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
阿
蘇
市
で
は
、

窓
口
で
の
混
乱
を
避
け
る
た
め
、下
記
の
日
程
で
巡
回
受
付
を
行
い
ま
す
。

戦 戦
没
者
な
ど
の
ご
遺
族
の
皆
さ
ま
へ

第
10
回
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

●
福
祉
課 

総
合
福
祉
係　
☎
２
２
‐
３
１
６
７

対象者・持参物

対象者

次の順番による先順位のご遺族お一人に支給されます。
❶�平成２７年４月１日までに戦傷病者戦没者遺族等援護法に
よる弔慰金の受給権を取得した人
❷戦没者等の子
❸戦没者等の①父母②孫③祖父母④兄弟姉妹
※�戦没者等の死亡当時、生計関係を有していること等の要件
を満たしているかどうかにより、順番が入れ替わります。
❹上記１から３以外の戦没者等の三親等内の親族（甥、姪など）
※�戦没者などの死亡時まで引き続き１年以上の生計関係を有
していた方に限ります。

持参するもの

▶�第８回、第９回特別弔慰金の国庫債券表紙または裁定通知書
（受給した人のみ）
▶印鑑、戸籍等交付手数料
▶公務扶助料、遺族年金等の証書番号、記号のわかる書類
▶�戦没者などのもとの身分、死因を証する書類（過去に弔慰
金、年金給付を受けたことのない場合）

広
告

●受付の日程　※受付時間は午前９時から午後４時３０分まで
地区 期　日 対象地域 場所

一の宮

7 月 22 日水 宮地地区

市役所
7 月 23 日木 宮地地区
7 月 27 日月 坂梨・中通地区
7 月 28 日火 古城地区

阿蘇

7 月 29 日水 赤水・跡ヶ瀬・乙姫・車帰・永草

内牧支所

7 月 30 日木 内牧地区（1 区～ 5 区、成川）
7 月 31 日金 狩尾・的石・三久保地区
8 月 3 日月 小里・西小園・湯浦・西湯浦・南宮原
8 月 4 日火 今町・小倉・小野田・黒流町・小池・山田
8 月 5 日水 黒川地区
8 月 6 日木 蔵原・竹原・西町・役犬原

波野 8 月 7 日金 波野地区 波野支所



人工透析センター
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幼
児
医
療
費
助
成
制
度
は
、
乳
幼
児
の
医
療
費
を
全
額
助
成
し
、
疾
病

の
早
期
治
療
の
促
進
と
、
健
康
保
持
、
健
全
な
育
成
と
子
育
て
支
援
を

図
る
も
の
で
す
。

　
助
成
を
受
け
る
た
め
に
は
「
乳
幼
児
医
療
費
受
給
者
証
」
が
必
要
で
す
が
、

お
持
ち
で
な
い
方
は
、
子
ど
も
の
保
険
証
と
通
帳
ま
た
は
カ
ー
ド
、
印
鑑
を
お

持
ち
の
う
え
、
福
祉
課
ま
た
は
各
支
所
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

乳
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
の
ご
案
内

●
福
祉
課 

子
育
て
支
援
係　
☎
２
２
‐
３
１
６
７

乳幼児医療費助成制度の概要

●対 象 者　就学前までの乳幼児
●�申請方法　 
　【阿蘇市内の医療機関及び薬局の外来の場合】
▶現物給付（窓口無料化）
　※�医療機関窓口で毎回必ず「乳幼児医療費受給者証」と「保
険証」を提示してください。提示がない場合は、償還払
いの申請方法になります。

　※�転出、年齢到達（小学生）で資格を喪失した場合、現物
給付は利用できません。

【阿蘇市外の医療機関及び薬局で外来／市内外入院の場合】
▶償還払い（後日、申請による払い戻しにより助成）
　※�市役所福祉課・各支所に設置の乳幼児医療費助成申請書
に領収書（日数、点数、金額など記載有）を添付してく
ださい。

　※レシートは名前・点数の記載がないため不可。
　※�申請書は、乳幼児一人につき、ひと月、１医療機関ごと
に１枚の申請書になります。住所・保護者氏名・乳幼児
氏名・生年月日・受給者番号をご記入の上、印鑑も忘れ
ずに押してください。

●請求期間　診療月の翌月から起算して１年間
●申 請 先　市役所福祉課または各支所
●締 め 日　毎月月末
●支 払 日　医療費を申請された月の翌月の 25 日
　　　　　　（25 日が休日の場合は、その直前の平日）
●そ の 他　
※�加入保険で高額療養費に該当する場合は、高額療養費決定
通知書などを添付してください。

※�加入保険に付加給付がある場合は、一部負担金から付加給
付を控除した額を助成しますので、付加給付額の明細を添付
してください。

※出生や転入などで新たに受給資格が生じたときや、�加入保
　�険、氏名、住所、口座などに変更があったときは、福祉課
または各支所に届け出をお願いします。

広
告
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童
医
療
費
助
成
制
度
は
、
小
学
生
か
ら
中
学
生
ま
で
を
対
象
に
医
療
費

の
一
部
を
助
成
し
、
保
護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
と
児
童
の
健
康
増

進
を
図
る
も
の
で
す
。

児 児
童
医
療
費
助
成
制
度
の
ご
案
内

●
福
祉
課 

子
育
て
支
援
係　
☎
２
２
‐
３
１
６
７

児 童 医 療 費 助 成 制 度 の 概 要

●対 象 者　小学１年生～中学 3 年生まで
●�申請方法　 所定の申請書に医療機関または薬局の領収書などを１カ月

分ごとにまとめて添付して申請してください。
※�児童 1人につき、ひと月、１医療機関ごとに 1枚の申請書が必要です。
同日に受診した医療機関、薬局は 1枚で申請できます。
※�医療機関から直接証明された申請書の場合、領収書の添付は不要です。
※必要事項を記入し押印のうえ申請してください。
●助 成 額　医療費の一部負担金（ひと月の合計額）のうち、
　　　　　（通院）1,000 円／月を超えた額
　　　　　（入院）2,000 円／月を超えた額
●請求期間　診療月の翌月から起算して１年間
●申 請 先　市役所福祉課または各支所
●締 め 日　毎月１５日（１５日が休日の場合は、翌平日）
●支 払 日　上記締め日までに申請した場合 、翌月１０日
　　　　　　（10 日が休日の場合は、その直前の平日）
●そ の 他　
※�加入保険で高額療養費に該当する場合は、高額療養費決定通知書など
を添付してください。
※�加入保険に付加給付がある場合は、一部負担金から付加給付を控除し
た額を助成しますので、付加給付額の明細を添付してください。
※�加入保険や氏名、住所、口座などに変更があったときは、福祉課また
は各支所に届け出をお願いします。

子
宮
頸
が
ん
検
診
を
医
療
機
関
で

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

●
一
の
宮
保
健
セ
ン
タ
ー　
☎
２
２
‐
５
０
８
８

　
宮
頸
が
ん
検
診
は
、
こ
れ
ま
で
住
民
健
診
の
み
の
受

診
で
し
た
が
、
今
年
度
か
ら
、
市
が
指
定
す
る
医
療

機
関
で
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
子
宮
頸
が
ん
は
定
期
的
に
検
診
を
受
け
れ
ば
、
が
ん
に
な

る
前
の
段
階
で
見
つ
け
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
定
期
的
に
検

診
を
受
け
、
が
ん
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

子受 診 方 法 や 健 診 場 所 な ど

●対 象 者　２０歳～４９歳までの女性
●�料 金　▶ 21 歳（H6.4.2 ～ H7.4.1）…無料
　　　　　　▶ 20 ～ 49 歳（S41.4.1 ～ H8.3.31)…1,000 円
●�受診方法　
▶�無料対象者…すでに配布している『子宮頸がん検診受診券
（病院受診用）』（ピンク色）の内容（病院予約方法、持参
するものなど）を確認のうえ、受診してください。
▶�無料対象外…一の宮保健センターに電話でお申込みくださ

い。後日、申し込まれた方に受診票（水色）をお渡しします。
　※ 受診票に、医療機関毎の予約方法、持参するものなどを

記載していますのでご確認のうえ、受診してください。
●指定医療機関

医療機関名 所在地 期間
阿蘇温泉病院 阿蘇市内牧 7/1 ～ 1/29

菊陽レディ－スクリニック 菊陽町新山 9/1 ～ 12/30
ちが産婦人科医院 菊陽町原水 9/1 ～ 12/19

※�検診時、必要書類などを忘れた場合、検診を受けることができ
ませんのでご注意ください。
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得
が
少
な
い
と
き
や
退
職
（
失
業
）
な
ど
に
よ
り
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
の
免
除
・
納
付
猶
予
制
度
の
申
請
を
７
月
１
日
水
か
ら
受
け
付
け

ま
す
。
ま
た
、
申
請
時
点
の
２
年
１
カ
月
前
の
月
分
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
免
除
の

申
請
が
で
き
ま
す
の
で
、免
除
希
望
の
方
は
お
早
め
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

所 国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
・
納
付
猶
予
制
度
の
ご
案
内

●
ほ
け
ん
課 

国
保
・
年
金
係　
☎
２
２
‐
３
１
４
５

免除・猶予制度の概要

免除（全額免除・一部免除）申請

対象：前年の所得金額が一定額以下の人　
　（今年度の免除対象期間）７月～翌年６月
　（所得の審査対象）本人、配偶者、世帯主

若年者納付猶予

対象：３０歳未満の人　
　（今年度の猶予対象期間）７月～翌年６月
　（所得の審査対象）本人、配偶者

学生納付猶予

対象：学生　
　（今年度の猶予対象期間）４月～翌年３月
　（所得の審査対象）本人
　（申請に必要なもの）学生証のコピーまたは在学証明書

退職（失業）による特例免除

対象：申請する年度または前年度に退職（失業）した人　
　（所得の審査対象）本人、配偶者、世帯主
　（申請に必要なもの）�雇用保険受給資格者証または雇用保険�����

　被保険者離職票の写しなど
※�退職（失業）した場合はその方の所得が審査対象から除外
されます。

阿
蘇
市
地
域
づ
く
り
団
体
名
簿
の

登
録
に
ご
協
力
を
！

●
ま
ち
づ
く
り
課 

地
域
振
興
係　
☎
２
２
‐
３
３
１
８

　
種
地
域
づ
く
り
団
体
の
活
動
状
況
を
把
握
し
、
地
域
づ

く
り
活
動
に
役
立
つ
情
報
提
供
を
行
う
た
め
、
阿
蘇
市

地
域
づ
く
り
団
体
の
名
簿
を
作
成
し
て
い
ま
す
。（
現
在
36
団

体
が
登
録
済
）

　
業
種
や
会
員
数
・
活
動
範
囲
な
ど
は
一
切
問
い
ま
せ
ん
。
阿

蘇
市
で
活
動
さ
れ
て
い
る
団
体
（
法
人
格
を
有
し
な
い
任
意
団

体
等
）
は
全
て
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
登
録
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
登
録
手
続
き
に
関
し
て
は
、
阿
蘇
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
ま
ち
づ
く
り
課
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

各登録していただいた団体には…

阿蘇市に届いた地域づくりに関する講演会やイベントの
案内、各種助成事業などの情報を提供します。（情報提
供は経費削減のためメールで行いますので、メールアド
レスをお持ちの団体は登録をお願いします。）
※�登録料等は一切発生しません。また、登録者の情報は
この情報提供以外では使用いたしません。

現在登録している団体の皆さまへ

本市から送られてくる団体名や宛名・住所等に誤りや変
更などはありませんか。もし、修正や変更などがありま
したら『まちづくり課』（℡ 22-3318）までご一報願
います。
※メールアドレスの登録について、ご協力をお願いします。



 

 地域密着の工務店 

www.t-watanabekensetsu.jp 
TEL 0967-34-0257 

  
 

●杉の板を張りませんか？ 

渡辺建設は、樹齢 80年以上の、無塗

装、無垢の杉を使用します。 

●一般のフローリングと違い、室内の湿

度を調節、安らぎの香り、肌さわりが

柔らかく、赤ちゃんやご高齢の方にも

安心です。 

●杉の利用は、新築もリフォームも、 

県産木材プレゼントの対象になって

います。 
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人 権 作 文
家族や身近な人との関係を見つめ直し、
人権や差別について話し合う機会を持ちましょう。

人権について語り合いましょう

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
の
お
し
ゃ
べ
り

坂
梨
小
学
校
６
年　
吉
田 

有ゆ
う
な那

　
私
は
、
学
校
か
ら
帰
っ
た
ら
、
家
の
近
く
に
あ
る
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
家
に
、
今
日
、
学
校
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
話

し
に
行
く
こ
と
が
日
課
に
な
っ
て
い
ま
す
。
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
は
、
今
は
元
気
だ
け
ど
、
以
前
、
体
調
を
崩
し
て
入
院

し
た
の
で
、
四
月
か
ら
ず
っ
と
お
し
ゃ
べ
り
を
し
に
行
っ

て
い
ま
す
。

　
台
所
の
横
に
窓
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が

見
え
た
の
で
、

「
た
だ
い
ま
。
」

と
言
う
と
、

「
お
か
え
り
。
」

と
め
ち
ゃ
め
ち
ゃ
笑
顔
で
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
台
所
の
と
こ

ろ
か
ら
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。
私
は
、
玄
関
か
ら
上
が
っ

て
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
部
屋
に
行
き
ま
し
た
。
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
は
お
茶
や
お
か
し
を
持
っ
て
、
部
屋
に
入
っ
て
き

ま
し
た
。
私
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
部
屋
の
ち
ゃ
ぶ
台
の

所
に
座
り
ま
し
た
。

「
ね
え
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
。
今
日
は
ね
。
『
平
和
の
と
り

で
を
築
く
』
っ
て
い
う
国
語
の
勉
強
で
ね
。
私
に
と
っ
て

の
平
和
と
は
何
か
に
つ
い
て
意
見
文
を
書
い
た
と
よ
。
私

は
ね
、
お
互
い
が
話
し
合
っ
て
、
理
解
し
合
え
ば
平
和
な

世
界
に
な
る
と
思
う
っ
て
書
い
た
よ
。
」

「
そ
う
ね
。
す
ご
い
ね
。
」

と
ベ
ッ
ト
に
腰
か
け
な
が
ら
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
言
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、

「
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
四
歳
ぐ
ら
い
の
こ
ろ
ね
。
お
母
さ
ん
と

お
姉
ち
ゃ
ん
と
、
畑
に
行
っ
と
っ
た
と
き
、
す
ぐ
頭
の
上

ば
日
本
の
戦
闘
機
が
飛
ん
で
行
っ
て
、
と
っ
て
も
怖
か
っ

た
よ
。
」

と
、
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
お
父
さ
ん
は
何
で
お
ら
ん
か
っ
た
と
。
」

と
聞
く
と
、

人 権 作 文 平成26年度　阿蘇市人権作文集「かけはし」より　※学年は平成26年度時点。

「
お
父
さ
ん
は
ね
、
福
岡
の
工
場
に
働
き
に
行
っ
と
ら
し

た
け
ん
、
離
れ
て
暮
ら
し
と
っ
た
と
よ
。
」

と
下
を
見
な
が
ら
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
大
変
だ
っ
た
ん
だ
ね
。
」

と
私
は
言
い
ま
し
た
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
話
を
聞
い
て
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
私
に
戦
争
の
辛
さ
を
覚
え
て
い
て
ほ
し

い
と
い
う
思
い
で
話
し
て
く
れ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思

い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
、
学
校
で
あ
っ
た
他
の

こ
と
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

「
そ
ろ
そ
ろ
、
ご
は
ん
作
り
始
め
な
ん
ね
。
」

と
言
っ
て
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
立
ち
上
が
っ
た
の
で
、

「
私
も
宿
題
せ
な
ん
け
ん
帰
る
ね
。
」

と
言
っ
て
、
私
も
立
ち
上
が
り
、
玄
関
で
く
つ
を
は
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
向
か
っ
て
、

「
じ
ゃ
あ
、
ま
た
ね
。
明
日
は
水
曜
日
課
だ
け
ん
、
早
く

来
る
ね
。
」

と
言
い
ま
し
た
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、

「
ま
た
ね
。
」

と
笑
顔
で
言
い
ま
し
た
。

　
私
が
お
し
ゃ
べ
り
に
行
く
こ
と
で
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が

元
気
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
な
と
思
い
ま
す
。

　
学
校
で
は
、
企
画
委
員
と
し
て
学
校
全
体
の
こ
と
を

考
え
、
行
動
し
て
い
る
有
那
さ
ん
で
す
。
学
級
で
も
、

自
分
の
こ
と
だ
け
で
な
く
周
り
の
こ
と
に
気
を
配
り
、

生
活
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
有
那
さ
ん
の
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
に
対
す
る
信
頼
と
優
し
さ
、
そ
し
て
、
満
面
の
笑
顔

で
迎
え
て
く
れ
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
愛
情
に
、
心
が
温

か
く
な
り
ま
し
た
。
お
互
い
が
支
え
合
う
関
係
の
温
か

さ
を
、学
級
全
体
で
感
じ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

先
生
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

広
告



暮 ら し の 情 報

展
開
し
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
か
ら
第
３
期（
５
年
間
）

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
皆
さ
ま
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
熊
本
県
農
林
水
産
政
策
課

☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
４
２
２

林
業
労
働
災
害
防
止

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
展
開
中
！

　
労
働
災
害
ゼ
ロ
を
目
指
し
、
作

業
中
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
や
他
の

作
業
者
と
適
度
な
距
離
を
取
る
な

ど
、
作
業
者
そ
れ
ぞ
れ
が
作
業
の

基
本
事
項
を
遵
守
し
、
安
全
な
作

業
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

問 

熊
本
県
農
林
水
産
部
森
林
局
林

業
振
興
課

☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
４
４
４

火
山
灰
は
ご
み
収
集
に

出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
！

　
火
山
灰
は
ご
み
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
ご
み
収
集
に
出
す
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
火
山
灰
は
側
溝

や
水
路
な
ど
が
詰
ま
る
原
因
に
な

り
ま
す
の
で
、
流
れ
込
ま
な
い
よ

う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
宅
地
内
に
火
山
灰
の
捨
て
場
が

無
く
お
困
り
の
方
は
、
阿
蘇
市
役

所
と
各
支
所
に
「
火
山
灰
回
収

ボ
ッ
ク
ス
」
を
設
け
て
い
ま
す
の

で
、
灰
が
こ
ぼ
れ
な
い
よ
う
ビ

ニ
ー
ル
の
買
い
物
袋
を
２
枚
重
ね

に
し
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
灰
の

量
が
多
い
方
、
事
業
所
の
方
な
ど

は
事
前
に
住
環
境
課
（
☎
２
２
‐

３
１
６
９
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

●�

回
収
期
間　
随
時
（
休
日
の
場

合
は
、
当
直
者
に
お
声
か
け
く

だ
さ
い
）

●�

回
収
場
所　
阿
蘇
市
役
所
、
各

支
所

問
市
役
所
総
務
課

☎
２
２
‐
３
１
１
１

く
ま
も
と

夏
の
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン

　
日
常
生
活
の
中
で
温
暖
化
防
止

や
省
エ
ネ
の
実
践
を
目
的
に
、
県

で
は
期
日
を
定
め
て
ラ
イ
ト
ダ
ウ

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
て
い

ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
以

外
で
も
節
電
の
積
極
的
な
取
り
組

み
を
お
願
い
し
ま
す
。

●�
と
き　
７
月
７
日
火・23
日
木・

８
月
８
日
土

　
午
後
８
時
～
10
時
の
２
時
間

●�

内
容　
施
設
の
看
板
な
ど
の
消

灯
、
各
家
庭
の
消
灯

問 

熊
本
県
環
境
生
活
部
環
境
局
環

境
立
県
推
進
課

☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
２
６
４

10
月
１
日
、
国
勢
調
査
を

実
施
し
ま
す
！

　

日
本
に
住
ん
で
い
る
全
て
の

人
・
世
帯
を
対
象
と
す
る
、
国
の

最
も
重
要
な
統
計
調
査
を
10
月
１

日
を
基
準
日
に
行
い
ま
す
。

　
今
回
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
る
回
答
が
可
能
に
な
り
ま

す
。（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
も
可
）

　
調
査
の
結
果
は
、
少
子
高
齢
化

な
ど
日
本
が
直
面
す
る
課
題
に
対

す
る
施
策
に
活
用
さ
れ
、
日
本
の

未
来
を
考
え
る
た
め
に
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
重
要
な
デ
ー
タ
に
な

り
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
市
役
所
財
政
課 

企
画
係

☎
２
２
‐
３
２
０
４

熊
本
県
水
と

み
ど
り
の
森
づ
く
り
税

　
熊
本
県
で
は
、
平
成
17
年
度
か

ら
「
熊
本
県
水
と
み
ど
り
の
森
づ

く
り
税
」（
年
間
個
人
５
０
０
円
、

法
人
１
０
０
０
円
～
４
万
円
）
を

活
用
し
、
水
を
蓄
え
、
災
害
を
防

止
す
る
な
ど
の
森
林
の
公
益
的
機

能
の
向
上
を
図
り
、
森
林
を
元
気

な
姿
に
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を

お
知
ら
せ
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広
告

8 月から「広報あそ」の
発行日が変わります！

　これまで、毎月第１火曜日に発行
していました「広報あそ」は、8 月
から毎月 1 日に発行日を変更しま
す。1 日が休日の場合は、休日明け
の平日が発行日です。
例 8 月号⇒ 8 月 3 日（月）発行

　広報あそに掲載ご希望の場合は、
前々月の末日までに原稿をご提出く
ださい。ただし、期限を過ぎた場合
でも掲載できることもありますので
事前にご相談ください。
例 9 月号に掲載したい場合

⇒原稿締切：7 月 31 日

掲載をご希望の皆さまへ

問総務課 秘書広報係☎ 22-3111



暮 ら し の 情 報

不
動
産
ト
ラ
ブ
ル
１
１
０
番

（
無
料
相
談
会
）　

　

熊
本
県
青
年
司
法
書
士
会
で

は
、
不
動
産
登
記
に
関
す
る
無
料

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
土
地
境

界
や
建
物
未
登
記
、
相
続
登
記
な

ど
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
電

話
相
談
に
も
対
応
し
ま
す
の
で
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
と
き　
７
月
11
日
土

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

●�

と
こ
ろ　
く
ま
も
と
県
民
交
流

館
パ
レ
ア
10
階（
熊
本
市
中
央
区
）

●
相
談
電
話

☎
０
９
６
‐
３
７
２
‐
５
０
３
１

問
土
地
家
屋
調
査
士　
嶋
崎

☎
０
９
６
‐
２
８
８
‐
３
３
４
７

問
司
法
書
士　
湯
田

☎
０
９
６
‐
３
４
２
‐
６
４
５
０

生
涯
現
役
実
現
の
た
め
の

個
別
相
談
会

　
熊
本
労
働
局
の
委
託
事
業
で
、

お
お
む
ね
55
歳
以
上
の
求
職
者
、

在
職
者
の
方
々
に
対
し
、再
就
職・

生
涯
設
計
・
社
会
参
画
な
ど
の
お

悩
み
や
疑
問
に
お
答
え
す
る
、
個

別
相
談
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
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さ
ま
ざ
ま
な
お
悩
み
に
対
し
、

専
門
の
相
談
員
が
対
応
い
た
し
ま

す
。
要
予
約
。
相
談
は
無
料
。
１

人
１
時
間
程
度
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●�

と
き　
７
月
10
日
金
・
８
月
21

日
金
・
９
月
11
日
金

※
午
前
10
時
～
午
後
３
時

●�

と
こ
ろ　
㈲
ワ
イ
エ
ス
プ
ラ
ン

阿
蘇
本
社
（
内
牧
）

問
㈲
ワ
イ
エ
ス
プ
ラ
ン

☎
０
９
６
‐
３
６
３
‐
２
３
３
３

放
送
大
学 

10
月
生
募
集

　
放
送
大
学
で
は
、
平
成
27
年
度

第
２
学
期
（
10
月
入
学
）
の
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放

送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で

す
。

　
出
願
期
間
は
第
１
回
は
８
月
31

日
ま
で
、
第
２
回
は
９
月
20
日
ま

で
。
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
放
送
大
学
熊

本
学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９
６
‐

３
４
１
‐
０
８
６
０
）
ま
で
ご
請

求
く
だ
さ
い
。

阿
蘇
の
畜
産
農
家
の

若
者
た
ち
と
の

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
交
流
会

　
独
身
女
性
の
皆
さ
ん
！
阿
蘇
の

大
地
で
牛
を
一
生
懸
命
育
て
て
い

る
独
身
の
若
い
男
性
と
一
緒
に
、

和
牛
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
し
ま
せ

ん
か
？
新
し
い
出
会
い
の
き
っ
か

け
と
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
個

人
や
グ
ル
ー
プ
な
ど
、
多
数
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
と
き　
８
月
２
日
日

　

 

午
後
３
時
30
分
～
（
午
後
３
時

受
付
）

●�

と
こ
ろ　

熊
本
県
畜
産
農
業

協
同
組
合
阿
蘇
支
所
（
宮
地

５
６
３
４
‐
２
）

●�
参
加
資
格　
独
身
女
性
（
20
歳

～
40
歳
）

●�

定
員　
30
人
（
定
員
に
な
り
次

第
締
切
）

●
参
加
費　
１
０
０
０
円

※ 

左
記
ま
で
電
話
に
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

 

熊
本
県
畜
産
農
業
協
同
組
合
阿

蘇
支
所

☎
２
２
‐
０
０
３
４

第
２
回
阿
蘇
の
地
域
食
材

マ
ッ
チ
ン
グ
商
談
会

　
阿
蘇
青
年
会
議
所
で
は
、
阿
蘇

で
生
産
さ
れ
た
農
産
物
や
加
工
品

を
観
光
業
・
飲
食
店
向
け
に
紹
介

す
る「
食
材
マ
ッ
チ
ン
グ
商
談
会
」

を
開
催
し
ま
す
。
農
産
物
や
加
工

品
の
生
産
者
の
皆
さ
ま
の
出
展
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
直
接
Ｐ
Ｒ

し
て
取
引
に
繋
げ
て
く
だ
さ
い
。

●
と
き　
７
月
14
日
火

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

相

談

募

集

催

し

●�

と
こ
ろ　
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
（
内
牧
）

●
参
加
費　
無
料

●
農
産
物
・
加
工
品
の
申
込
期
限

　
７
月
10
日
金

※
受
付
・
搬
入　
正
午
～

※ 

申
込
方
法
な
ど
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※ 

事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
。

問
阿
蘇
青
年
会
議
所
事
務
局

☎
２
４
‐
６
１
１
７

2015.9.5 土
SAT

▶ 6 日
SUN

イベント会場：阿蘇神社 東側中央駐車場

大会
コース 20km・10km・5km

フォトウオーク／スペシャルコースも！
（先着 30 名） （先着 40 名）

事前
申込 8月14日（金）まで

参加費 500円（高校生以下無料）

※
詳
し
く
は
７
月
上
旬
に
全
戸
配
布
す
る

　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
チ
ェ
ッ
ク
！

※阿蘇市民で事前申し込みの場合　※当日申し込みは 1,000 円

第 5 回
大阿蘇元気ウオーク 2015



塗装・防水工事・メンテナンス

株式会社

〒869-2302

熊本県阿蘇市三久保448番地22

web    http;//www.aso-inoue.com/

E-mail info@aso-inoue.com

塗装内容

（屋根・壁・破風板・軒天・デッキ・塀・他）

防水内容

（雨漏れ調査・屋上・ベランダ・コーキング・他）

暮 ら し の 情 報

※
雨
天
延
期
８
月
１
日
土

●
集
合　
道
の
駅
阿
蘇

●�

参
加
費　
▼
一
般
２
０
０
０
円

　

 

▼
小
学
生
以
下
１
０
０
０
円
▼

３
歳
以
下
無
料(

保
険
、昼
食
、

体
験
料
込
み)

※ 

３
歳
以
下
の
お
子
さ
ま
に
は

じ
ゃ
が
い
も
の
お
土
産
は
つ
き

ま
せ
ん
。

●�

持
参
物　

　
軍
手
、
長
靴
、
タ
オ
ル

●�

定
員　
30
名(

先
着
順
。
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り)

　
 

手
野
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト

巡
り
と
名
水
で
そ
う
め
ん

流
し
体
験
！

　
手
野
の
名
水
で
流
し
そ
う
め
ん

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？
地
域
案
内

人
が
手
野
地
区
を
楽
し
く
ご
紹
介

し
ま
す
。

●
と
き　
８
月
２
日
日

　
午
前
11
時
～
午
後
３
時
15
分　
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※
雨
天
延
期　
８
月
９
日
日

●
集
合　
阿
蘇
市
役
所

●�

参
加
費　
▼
一
般
１
５
０
０
円

▼
小
学
生
以
下
５
０
０
円
▼
３

歳
以
下
無
料(

保
険
、
昼
食
、

体
験
料
込
み)

●�

持
参
物　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
水

筒(

名
水
持
ち
帰
り
希
望
の
方

は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。)

●�

定
員　
40
名(

先
着
順
。
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り)

問
Ａ
Ｓ
Ｏ
田
園
空
間
博
物
館

☎
３
５
‐
５
０
７
７

阿
蘇
市
を
さ
る
こ
う
！

　
阿
蘇
で
夏
あ
そ
び
！

　
じ
ゃ
が
い
も
掘
り
体
験

　
波
野
楢
木
野
地
区
で
ジ
ャ
ガ
イ

モ
掘
り
体
験
を
行
い
ま
す
。
地
域

案
内
人
と
一
緒
に
自
然
散
策
も
楽

し
み
ま
す
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
お
土

産
付
き
で
す
。 

●
と
き　
７
月
25
日
土

　
午
前
９
時
45
分
～
午
後
２
時

広
告

ＡＳＯ田園空間博物館では、
“ 阿蘇の宝 ” サテライトを応援しています！　

　ASO 田園空間博物館はサテライト（阿蘇の宝物 = 市民が
選んだ地域の名所旧跡や絶景スポット等のおすすめスポット）
の維持管理、イベントの実施など、阿蘇の魅力をより輝かせ
る取り組みを行っています。
　その中の 1 つ「サテライト応援事業」では、サテライトの
さまざまな取り組みに対し、資金面、人的サポートの両面か
ら応援を行っています。
　平成 24 年度からスタートしたこの事業に、延べ 18 のサ
テライトが対象となり、災害復旧、清掃活動、養殖場の整備
などに取り組まれました。そして、今年度も 8 件の事業を「応
援事業」として支援していきます。
　次回から、サテライト応援事業を活用して地域の活性化に
向けて取り組んでいるサテライトを随時ご紹介していきます。

サテライトは随時募集中！
あなたの地域の “ 宝物 ” を教えてください !!

　現在、阿蘇谷を一望できる絶景スポットから、可憐な花々
が咲き誇る小道、神話・歴史のロマンを伝える神社・仏閣まで、
阿蘇市内の 90 カ所がサテライトに登録されています。皆さ
んの地域の宝物もサテライトに登録しませんか？
　詳しくは ASO 田園空間博物館（☎３５－５０７７）まで
お問い合わせください。

乳の木周辺の環境整備
（サテライト「乳の木」）

絵馬掛けの設置
（サテライト「乙姫神社」）

Ａ
Ｓ
Ｏ
田
園
空
間
博
物
館
通
信
●
●
●



マイナンバー制度対応・年金保護 無料相談コーナー
※平成28年1月から社会保障分野などの諸手続きが変わる予定です。
　　　[年金・福祉・医療保険・雇用・労災保険、その他就業規則改訂含む諸 ]々
※個人様、中小企業様の諸対応について、ご相談を受け付けています。

弊所の主業務ご案内
労働・社会保険加入／脱退　・労働契約　・労働条件　・就業規則／規程　・保険請求　・賃金計算　・雇用／人事　・年金等

(受付 ９時～15時、土・日休み)

SRj 軸丸社労士事務所
☎　０９６７－２２－１２０１ ( F A X 同 )

携 帯 　０８０－１４４９－９４４４

〶869-2611
熊本県阿蘇市一の宮町坂梨６１０番地１
（Ｒ５７東進、坂梨小学校前信号左折すぐ）広

告

暮 ら し の 情 報

火 災
件数 累計 前年同期比

建 物 1 件 2 件 7 件  減
林 野 0 件 2 件 －件  －
車 両 0 件 0 件 2 件  減
その他 1 件 5 件 3 件  増

事 故

数字 で阿 蘇 市 を
見てみよう

人の動き

件数 累計 前年同期比
発生事故 7 件 35 件 7 件  減
死 者 0 人 0 人  －人  －
負傷者 12 人 50 人 11 人  減

人数・世帯数 前月比
人 口 27,741 人 4 人 減
男 性 13,126 人 14 人 増
女 性 14,615 人 18 人 減
世 帯 11,335 世

帯 23 世
帯 増

ご み
排出量 前年同月比

可燃ごみ 698.5㌧ 13.7㌧  減
資源ごみ 94.8㌧ 12.0㌧  増
不燃ごみ 8.1㌧ 0.2㌧  減
1 人当たりの量 927㌘ 9㌘  増

（大阿蘇環境センター未来館搬入実績より）
※ ごみ処理量が減るよう減量化に取り

組みましょう。
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（5月 31日時点）

（5月期）

（5月期）

（5月期）

認
知
症
家
族
の
会

　
認
知
症
の
方
を
支
え
る
家
族
の

方
、
同
じ
悩
み
を
抱
え
る
も
の
同

士
、
日
頃
の
悩
み
や
不
安
な
ど
を

話
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
今
回
は
「
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

の
三
浦
佑
子
氏
・
気
功
師
の
一
村

哲
生
氏
」両
氏
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、

開
催
し
ま
す
。

●
と
き　
７
月
18
日
土

　
午
前
10
時
～
正
午

●
と
こ
ろ　
あ
そ
逍
遥
亭（
内
牧
）

●
参
加
費　
無
料

問
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
つ
く
し

☎
３
２
‐
０
１
６
２

阿
蘇
一
の
宮
門
前
町

商
店
街
夏
祭
「
門
前
祭
」

●�

と
き　
７
月
25
日
土
・
８
月
８

日
土　
午
前
11
時
ス
タ
ー
ト

●
７
月
25
日
は
「
ナ
カ
オ
ク
！
」

　
門
前
町
商
店
街
で
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
＆
プ
レ
ミ
ア
ム
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
開
催
！
目
玉
商
品
は
な
ん

と
ト
ヨ
タ
ク
ラ
ウ
ン
が
５
万
円
ス

タ
ー
ト
！

●�
８
月
８
日
は
「
仲
町
な
ん
ば
ー

す
当
選
発
表
！
」

　

今
年
も
や
り
ま
す
！
ビ
ッ
グ

な
商
品
勢
ぞ
ろ
い
の
仲
町
な
ん

ば
ー
す
！
目
玉
商
品
は
ガ
ソ
リ
ン

１
０
０
０
㍑
が
な
ん
と
２
本
！

　
そ
の
他
現
金
10
万
円
や
大
人
気

除
湿
機
能
付
き
空
気
清
浄
機
、
湯

布
院
ペ
ア
旅
行
券
な
ど
当
選
本
数

１
５
０
本
以
上
！

●
そ
の
他
の
内
容

▼ 

チ
ン
ド
ン
鈴
乃
家
に
よ
る
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
▼
地
元
楽
団

「THE YO
SHIYU

KI

」
演
奏

※ 

当
日
雨
の
場
合
は
翌
日
に
順

延
。
翌
日
雨
の
場
合
は
中
止
。

※ 

仲
町
な
ん
ば
ー
す
の
当
選
発
表

は
８
月
８
日
に
丹
波
屋
前
に
て

行
い
ま
す
。

問
若
き
ゃ
も
ん
會
（
岩
永
）

☎
０
８
０
‐
３
４
１
８
‐
０
７
６
７

【お詫びと訂正】（広報あそ６月号）

平成２７年度
夏の青少年健全育成
県民総ぐるみ運動

青少年の非行防止に
みんなで取り組みましょう！

　７月と８月の２か月間は、学校
が夏休みに入ることもあり、 青
少年の生活のリズムが乱れ、 非
行に陥りやすいとされています。 
　それぞれの家庭、学校、職場、
地域社会の実情に応じた具体的な
活動に積極的に参加し、 県民一
人一人が青少年の非行問題に取り
組みましょう。

問い合わせ
熊本県環境生活部

県民生活局くらしの安全推進課
☎ 096-333-2294

5㌻（指定避難場所）
誤：農村構造改善センター
正：農業構造改善センター
誤：鷲の石公民館
正：鷲の石公民館＊
→ 鷲の石公民館は、九州北部豪雨災害

と同等以上の雨量が予想される場合
には利用できません。
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阿蘇市内の小・中学校を紹介するコーナー

自慢の学校
School introduction ●●●●

第 20 回 阿 蘇 西 小 学 校
所在地／阿蘇市的石 1494 番地
児童数／ 94 人　　創立／昭和 45 年　
学校長／作見 千絵　　教頭／上田 武満

●School Profile

Part2

阿
蘇
西
小
の
４
つ
の
宝

　
本
校
は
、
昭
和
45
年
に
永
水
小

と
尾
ケ
石
西
部
小
が
統
合
し
、
開

校
し
て
45
年
目
の
学
校
で
す
。

　

本
校
で
は
、「
阿
蘇
西
小
４
つ

の
宝
」
と
し
て
大
事
に
し
て
い
る

心
が
あ
り
ま
す
。「
あ
・
そ
・
に
・

し
」
の
頭
文
字
を
と
っ
た
、「
あ

り
が
と
う
の
感
謝
の
心　
そ
っ
と

手
を
出
す
や
さ
し
い
心　
に
っ
こ

り
笑
顔
で
あ
い
さ
つ
の
心　
し
っ

か
り
が
ん
ば
る
強
い
心
」
の
４
つ

で
す
。
こ
の
４
つ
心
を
磨
き
、「
心

豊
か
で
、
た
く
ま
し
い
自
ら
学
ぶ

子
ど
も
」
に
な
る
た
め
に
日
々
の

学
び
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

心
豊
か
で
た
く
ま
し
い

子
ど
も
に
！

　
本
校
は
、
サ
ッ
カ
ー
コ
ー
ト
と

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
が
同
時
に

二
つ
と
れ
る
広
大
な
運
動
場
が
あ

り
、
敷
地
の
中
に
梅
の
木
や
お
茶

の
木
も
あ
り
ま
す
。

　
お
茶
摘
み
に
梅
ち
ぎ
り
、
学
校

近
く
の
田
ん
ぼ
を
お
借
り
し
て
の

米
づ
く
り
な
ど
、
阿
蘇
西
の
豊
か

な
自
然
の
中
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
体

験
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。特
に
、

米
づ
く
り
は
、
５
年
生
を
中
心
に

ア
イ
ガ
モ
農
法
に
取
り
組
み
、
ア

イ
ガ
モ
の
お
世
話
や
カ
モ
汁
に
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
通
し
て
、「
命

の
尊
さ
」
に
つ
い
て
も
学
ん
で
い

ま
す
。

　

広
大
な
敷
地
の
美
化
作
業
や

様
々
な
体
験
活
動
は
、
地
域
や
保

護
者
の
皆
さ
ん
の
協
力
の
も
と
に

行
っ
て
い
ま
す
。
地
域
・
保
護
者

と
と
も
に
あ
る
阿
蘇
西
小
学
校
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　
多
く
の
方
々
の
協
力
や
様
々
な

体
験
活
動
を
通
し
て
、
豊
か
な
心

と
た
く
ま
し
さ
を
阿
蘇
西
小
の
子

ど
も
は
、
育
ん
で
い
ま
す
。

自
ら
学
ぶ
子
ど
も
に
！

　
「
自
分
の
考
え
を
持
っ
て
、
主

体
的
に
学
ぶ
」こ
と
を
目
指
し
て
、

子
ど
も
た
ち
は
毎
日
の
学
習
を
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
力
の

基
盤
と
な
る
「
学
び
の
態
度
づ
く

り
」
や
家
庭
と
協
力
し
た
「
家
庭

学
習
」
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
教
室
や
運
動
場
で
先
生
と
と

も
に
楽
し
く
真
剣
に
学
ぶ
阿
蘇
西

小
の
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
見
ら
れ

ま
す
。

阿
蘇
西
小
公
式

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
誕
生
！

　

昨
年
、
児

童
会
の
呼
び

か
け
で
、
阿

蘇
西
小
の
公

式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
作
り
を
行
い
ま

し
た
。
そ
こ
で
誕
生
し
た
の
が
、

阿
蘇
西
小
の
お
茶
と
梅
を
デ
ザ
イ

ン
し
た「
う
め
ち
ゃ
っ
ぱ
」で
す
。

児
童
の
ア
イ
デ
ア
を
も
と
に
、
現

在
、26
パ
タ
ー
ン
の「
う
め
ち
ゃ
っ

ぱ
」
が
い
ま
す
。
学
校
の
あ
ち
ら

こ
ち
ら
で
子
ど
も
た
ち
の
学
校
生

活
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。

1

2

3

1.�お茶摘みの選別作業の後に、協力してい
ただいた地域の方・保護者の皆さんと記
念撮影。
2.�全校児童で、田植え。中心となる５年生
が低学年に指導します。
3.�見事な学校玄関前のロータリーの花壇
も、地域ボランティアの方のおかげです。

▲うめちゃっぱ



　動物園から逃げだ
したセイウチくん。
飼育員さんが探しま
すが、なかなか見つ
けられません。
噴水、ショーウィン
ドー、消防隊…。水泳の飛びこみ競技
の会場でやっと見つけたけど…？！
文字のない、絵で楽しむ絵本。
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Library Information

bookmobile 移 動 図 書 館

情 報

夏のおたのしみ会
　おはなしボラン
ティアアップルのお
はなし会を下記の日
程で実施します。み
なさん、ぜひご参加
ください。
●と　き　7 月 18 日土�午後２時から
●ところ　阿蘇図書館おはなしコーナー

ASO LIBRARY NEWS図書館へ行こう！ 問阿蘇図書館　 ☎ 32-0067 ／一の宮図書館 ☎ 22-2916
【ホームページ】http://www.aso-lib.jp/

阿蘇地区コース／８月７日金

西役犬原公民館　　��9:50 ～ 10:10
　　▼
竹原公民館　　　　10:15 ～ 10:35
　　▼
猿渡製材所前　　　10:40 ～ 11:00
　　▼
坊中公民館　　　　11:05 ～ 11:25
　　▼
佐伯商会前　　　　11:30 ～ 11:50
　　▼
赤水駅前　　　　　13:40 ～ 14:00
　　▼
宮本酒店前（内牧）��14:10 ～ 14:30

波野保健福祉センター　　11:30 ～ 11:50
　　▼
坂梨公民館　　　　13:30 ～ 13:50
　　▼
古城公民館　　　　14:40 ～ 15:00

一の宮・波野地区／
７月１４日火・８月１８日火

あなたの知的好奇心『見た
い！知りたい！』を満足さ
せるおすすめ本や話題の本
などさまざまなジャンルの
本をご案内します。

オ
スス
メ図書

新 刊 案 内

　平凡なサラリーマン、
深瀬和久の趣味はコー
ヒーを飲むこと。その
縁で、美穂子という彼
女もでき、人生に彩が
添えられると思った。
だが、「深瀬和久は人殺
しだ」と書かれた告発文が送り付けら
れ…。

※�天候や道路状況により巡回を中止
することもありますのでご了承く
ださい。

※�移動図書館に関するお問い合わせ
は、阿蘇図書館☎３２‐００６７
にお願いします。

　円華という女性のボ
ディーガードを依頼さ
れた元警察官の武尾
は、彼女の不思議な
〈力〉を疑いはじめる。
同じ頃、２つの温泉地
で硫化水素による死亡
事故が起きていた。検証に赴いた研
究者・青江は、双方の現場で円華を
目撃し…。

ラプラスの魔女
▷東野圭吾／著　カドカワ ▷湊かなえ／著　講談社

リバース

　自分を変えるには、
いい習慣を身につける
こと。不安を抱えてい
る、イライラしている、
本気になれない…。そ
んな状況を打破したい
人のために、いい習慣
を身につけるために松岡修造が実践
してきたことをドリル形式で紹介。

修造ドリル
▷松岡修造／著　アスコム ▷スティーヴン・サヴェッジ／さく　評論社

毎週水曜日は図書館へＧＯ　ＧＯ　ＧＯ♪
　 水曜日は阿蘇図書館がおもしろい！７月は工作でいろんなものを

作りましょう！
　とき：毎週水曜日　午後 4 時から　※７月１日を除く。
　場所：阿蘇図書館（おはなしコーナー）

夜間開館のお知らせ
　 　7 月、8 月（8 月 12 日、13 日を除く）は週 1 回午後 8 時ま

で開館します。
　●�阿蘇図書館　水曜日（7 月 1 日、8 日、15 日、22 日、29 日、

8 月 5 日、19 日、26 日）
　●�一の宮図書館　木曜日（7 月 2 日、9 日、16 日、23 日、30 日、

8 月 6 日、20 日、27 日）

セイウチくんをさがせ！！



相　談

●７月１４日㊋　４カ月児健診
●７月１４日㊋　もうすぐ 1 歳健診
●７月２１日㊋　３歳児健診
●７月２８日㊋　１歳６カ月児健診
●８月　４日㊋　７～８カ月児健診

●７月１２日㊐　たくもと小児科クリニック　☎ 34-2202
●７月１９日㊐　栗林内科医院　　　☎ 24-1024
●７月２０日㊊　眼科古嶋医院　　　☎ 34-0008
●７月２６日㊐　家入整形外科　　　☎ 32-0048
●８月　２日㊐　阿蘇温泉病院　　　☎ 32-0881
●８月　９日㊐　大阿蘇病院　　　　☎ 22-2111

在宅医

健　診

心配ごと相談
● 7 月 16 日㊍・8 月 6 日㊍　9:30 ～ 12:00　阿蘇保健福祉センター
　問阿蘇市社会福祉協議会　☎ 32-1127
法律相談（消費問題・不動産・土地・建物等）
●８月６日㊍　9:30～12:00　阿蘇保健福祉センター
　問阿蘇市社会福祉協議会　☎ 32-1127
年金出張相談 ( 国民年金・厚生年金）
●７月 13 日㊊・27 日㊊　農村環境改善センター
●７月 30 日㊍・８月３日㊊　一の宮保健センター
※時間はいずれも 10:00 ～ 15:00　
　問熊本東年金事務所　☎ 096-367-2503
消費生活相談
● 7 月 15 日㊌・8 月 5 日㊌　10:00 ～ 15:00　内牧支所
　問阿蘇市生活相談センター　☎ 22-3364
認知症カフェ（相談や悩みを情報交換できる憩いの場）
●8 月 19 日㊌ 10:00 ～ 16:00　一の宮高齢者センター
●8 月 20 日㊍ 10:00 ～ 16:00　阿蘇保健福祉センター
　問阿蘇市地域包括支援センター　☎ 35-5122
障がい者相談（就業・生活）
● 7 月 21 日㊋　10:00 ～ 12:00　阿蘇市役所
　問市役所福祉課　☎ 22-3167
登記相談 ( 売買・贈与・相続等）
●８月 20 日㊍　10:30 ～ 15:00　阿蘇市役所
　問熊本地方法務局阿蘇大津支局 ☎ 096-293-2272
あそ若者就労相談（毎週月曜）
● 7 月 13 日・27 日・8 月 3 日　10:00 ～ 16:00　ハローワーク阿蘇
　問たまな若者ｻﾎﾟｰﾄｽﾃｰｼｮﾝ ☎ 0968-74-0007

子育て

のんびり広場 ( 波野保育園内☎ 24-2800）
●７月１１日㊏　夜の集いに参加しよう
●７月１５日㊌　いきなり団子作り
●７月２２日㊌　誕生会・計測日・水遊び
●７月２９日㊌　ｶﾄﾞﾘｰﾄﾞﾐﾆｵﾝﾋﾟｸﾆｯｸ
●８月　５日㊌　水遊び・プール遊び、水着 ･ タオル

すくすく広場 ( 一の宮子育て支援センター☎ 22-4539）
●７月１４日㊋　プール開き～スイカ割り～
●７月１６日㊍　にこにこクッキング（一の宮保健センター）
●７月２１日㊋　プール遊び「染色しよう」
●７月２３日㊍　りんどう保育園体験保育
●７月２８日㊋　誕生会・計測日
●７月３０日㊍　アマービレコンサート
●８月　４日㊋　プール遊び～おもちゃ作り～
●８月　５日㊌　人形劇観劇会

ぴよぴよ広場 ( 阿蘇市子育て支援センター☎ 32-3843）
●７月１５日㊌　救急法講習会・消防車見学
●７月２２日㊌　誕生会・カレーﾊﾟｰﾃｨｰ
●７月２９日㊌　ｶﾄﾞﾘｰﾄﾞﾐﾆｵﾝﾋﾟｸﾆｯｸ
●８月　３日㊊　計測日・うちわ作り
●８月　５日㊌　ぴよぴよ夏祭り

※場所 : 一の宮保健センター（☎ 22-5088）
※対象者には個別に通知しています。

催 し

くらし
カレンダー

●7月25日㊏・26日㊐　熊本県中学校総合体育大会（市内各所）
●７月２６日㊐　國造神社御田祭
●７月２８日㊋　阿蘇神社御田祭
●８月　２日㊐　中江岩戸神楽定期公演（中江神楽殿）
●８月　９日㊐　消防団通常点検及び標的落とし
　　　　　　　　（内牧遊水地）
●８月１５日㊏　なみの高原納涼まつり（道の駅波野「神楽苑」）
●８月１９日㊌・２０日㊍　大阿蘇火の山まつり（阿蘇体育館周辺）
●８月３０日㊐　熊本県総合防災訓練

●７月２４日㊎　大阿蘇病院（9:30 ～ 12:00）
　　　　　　　　阿蘇やまなみ病院（13:45 ～ 16:00）

献　血

要予約
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要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

※診療時間：午前 9時～午後 5時
※受診の際は必ず保険証をご持参ください。

要予約

要予約

要予約

問市役所ほけん課　☎ 22-3145



お慶び
ご寄付
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阿 蘇 市 公 民 館 の 分 館 活 動 紹 介

山田地域分館 村上 政次 分館長
大倉 幸也 主事

　
田
地
域
分
館
で
は
、

地
域
住
民
の
心
と
体

の
健
康
づ
く
り
を
基
盤
と

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
公
民
館
活

動
を
通
し
て
、
お
年
寄
り
、

若
者
、
子
ど
も
た
ち
と
の
親

睦
と
融
和
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
山
田
校
区
体
育
祭
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
、
ど
ん

ど
や
、
伝
承
遊
び
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
冬
の
伝
統
行
事
と

し
て
行
う
『
ど
ん
ど
や
』
は

発
足
以
来
続
け
て
お
り
、
朝

早
く
か
ら
餅
つ
き
を
行
い
、

大
き
な
ど
ん
ど
や
を
囲
ん
で

食
事
を
す
る
な
ど
、
地
域
の

み
ん
な
が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン

ト
で
す
。
新
聞
、
テ
レ
ビ
の

取
材
を
受
け
る
な
ど
話
題
性

も
あ
り
、
参
加
人
数
も
回
を

重
ね
る
ご
と
に
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　
今
後
は
地
域
の
旧
跡
を
巡

る
勉
強
会
な
ど
、
各
世
代
だ

れ
も
が
参
加
で
き
る
行
事
も

取
り
入
れ
、
活
発
に
活
動
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

阿蘇市教育委員会 社会教育係　☎ 22-3229

山

4

地域特性を活かした市内 12 の分館活動をご紹介します。地域の活動に積極的に参加しましょう！

グラウンドゴルフ大会

どんどや 伝承遊び

餅つき



材　料（４人分）
●牛肉 160㌘　●ジャガイモ 160㌘
●キャベツ 160㌘　●タマネギ 150㌘
●ピーマン 100㌘　●ニンジン 80㌘
●ニンニク 1 かけ　●ショウガ 少々
●油 少々　●塩麹 下味用：適量　味付け用：大さじ１
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ヤマダ電機 阿蘇店 勤務

食生活改善推進員協議会
地

産 地 消

C ooking!

趣味　食べ歩き　　　特技　バスケットボール

好きな言葉　創造と挑戦　

好きな女性のタイプ　一緒にいて面白い人

阿蘇の好きなところ　自然を通じて四季を感じられるところ

仕事の内容　最新省エネ家電の提案、販売

�仕事で日頃から心がけていること　�
お客様の生活に合わせた家電のご提案

問一の宮保健センター　☎ 22-5088

阿蘇市で働く元気な若者を紹介！

フレッシュマン
さわやか

フレッシュマン

中園�瑞
み ず き

貴さん（21 歳）　住所：宮地

職場のＰＲ　�日々お使いの家電のことでお困りではございませんか？そんなお悩みを解決、ご提
案いたします。ぜひ一度当店へお越しくださいませ！

作 り 方
❶���肉を塩麹につけておく。野菜は食べやすく、火が通りや

すい大きさに切る。
❷�フライパンに油を熱し、ニンニク、ショウガを入れ香り

が出てきたら肉を入れ、火が通ったら取り出す。
❸�油を少々入れて、じゃがいも、ニンジン、タマネギ、ピー

マン、キャベツの順に野菜を入れ、しんなりしたら❷を
入れ、塩麹で味付けする。

阿蘇の赤牛や旬の野菜を使用しました。地域
の食材のおいしさを引き出す塩麹の味付け
と、ニンニクやショウガの風味が食欲をそそ
る料理です。

牛肉と旬のベジタブル炒め
WebTV アソ

動 画

WebTV アソ
動 画
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阿蘇市ホームページ 
　http://www.aso.kumamoto.jp/
阿蘇市Facebookページ
　http://facebook.com/asocity

ジオパーク阿蘇 探 訪
ASO GLOBAL GEOPARK

　阿蘇五岳の一つ、烏帽子岳の麓に広がる直径約１kmの美しい草原は、
カルデラ中央火口丘群の中では最大級となる約３万年前の火口です。よく
見ると火口は二重になっており、左側の池は内側の火口の名残です。
　また、噴火で吹き飛ばされた溶岩ドームの名残が中央の小高い部分（駒
立山）です。

火口に広がる美しい草原

阿蘇ジオパークは平成 26 年９月２３日（日本時間）、世界ジオパークネットワークに加盟認定されました。
本ページでは、阿蘇ジオパークの見どころ「ジオサイト」を毎月紹介していきます。あすてりすく

烏帽子岳（1,337m）


